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四
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1　

は
じ
め
に

　

時
あ
た
か
も
野
茂
英
雄
選
手
がM

ajor L
eague B

aseball

（
以
下
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
）
を
目
指
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
一
九
九
四
年
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ

で
は
史
上
最
大
の
労
使
紛
争
に
直
面
し
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
・
プ
ロ
野
球
の
経
営
は
大
き
く
様
変
わ
り
を

す
る
こ
と
に
な
る
。
長
期
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ
て
フ
ァ
ン
を
失
望
さ
せ
た
Ｍ
Ｌ
Ｂ
は
そ
の
後
の
リ
ー
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
に
よ
り
収

益
を
大
幅
に
上
昇
さ
せ
、
今
や
ア
メ
リ
カ
国
内
に
赤
字
球
団
の
存
在
し
な
い
健
全
経
営
の
リ
ー
グ
を
作
り
あ
げ
た
の
で
あ
っ
た（

1
）。

そ
の
間
、

日
本
プ
ロ
野
球
組
織
（N

ippon P
rofessional B

aseball, 

以
下
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）
で
は
イ
チ
ロ
ー
、
松
井
秀
喜
選
手
ら
球
界
を
代
表
す
る
選
手
が

ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ま
た
二
〇
〇
四
年
に
オ
リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
と
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
球
団
合
併
を
巡
る
労
使
紛
争
が
日
本

プ
ロ
野
球
史
上
は
じ
め
て
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
す
る
と
い
う
事
態
へ
と
激
化
し
た（

2
）。

こ
れ
を
機
に
、
球
団
経
営
の
限
界
と
球
界
の
根
深
い
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構
造
問
題
が
露
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
球
界
改
革
の
好
機
と
捉
え
、
各
球
団
に
お
い
て
様
々
な
経
営
努
力
が
試
行
さ
れ

始
め
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る（

3
）。

　

一
方
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
を
求
め
る
選
手
が
年
々
増
加
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
タ
レ
ン
ト
流
出
は
今
や
球
界
最
大
の
懸
念
材
料
と
な
っ
て
い
る
。

Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
と
っ
て
、
日
本
人
選
手
の
獲
得
は
チ
ー
ム
補
強
に
加
え
、
日
本
企
業
の
ス
ポ
ン
サ
ー
獲
得
等
、
日
本
市
場
の
開
拓
と
い
う
経
営
戦

略
上
、
重
要
な
意
義
を
持
ち
、
同
時
に
Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
大
き
な
直
接
的
利
潤
を
も
た
ら
し
て
い
る（

4
）。

そ
し
て
今
後
、
更
に
国
際
的
に
人
材
獲
得
競

争
が
拡
大
し
、
新
た
な
市
場
獲
得
戦
略
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
誰
の
目
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
先
日
、
ス
ポ
ー
ツ
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｎ
が
日
本
ハ
ム
・
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
選
手
を
取
り
上
げ
、

同
選
手
が
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
か
け
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
入
札
額
は
七
、
五
〇
〇
万
ド
ル
（
約
八
三
億
円
）
に
上
る
と
の
試
算
を
披
露
し
、
全

米
の
野
球
フ
ァ
ン
を
仰
天
さ
せ
た（

5
）。

ま
こ
と
に
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
お
け
る
市
場
価
値
の
上
昇
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

　

他
方
で
、
選
手
年
俸
の
日
米
格
差
は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る（

6
）。

Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
（
各
チ
ー
ム
二
五
人
）
の
平
均
年
俸
は
三
一
五
万

ド
ル
（
約
三
億
五
〇
〇
〇
万
円
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
出
場
選
手
登
録
（
二
八
人
以
下
）
の
平
均
年
俸
は
六
九
二
七
万
円
。
ち
な

み
に
二
軍
を
含
む
Ｎ
Ｐ
Ｂ
支
配
下
選
手
（
七
四
二
人
）
の
平
均
年
俸
は
三
六
三
一
万
円
で
あ
る
。
こ
の
数
字
か
ら
し
て
一
軍
選
手
の
年
俸
格

差
は
五
倍
に
達
す
る
。
も
ち
ろ
ん
同
じ
実
力
の
選
手
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
は
四
倍
の
年
俸
を
受
け
と
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
が
、
こ
の
格
差
は

選
手
を
Ｍ
Ｌ
Ｂ
移
籍
に
駆
り
立
て
る
一
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

加
え
て
﹁
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
﹂
と
名
づ
け
ら
れ
た
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
優
勝
決
定
戦
は
名
実
と
も
に
、
世
界
最
高
峰
に
位
置
付
け
ら
れ
、
ア
メ
リ

カ
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ジ
ア
や
南
米
に
お
け
る
注
目
度
も
き
わ
め
て
高
い
。
周
知
の
通
り
、
ア
ジ
ア
、
南
米
の
国
々
が
参
加
す
る
Ｗ
Ｂ
Ｃ

が
二
〇
〇
六
年
に
初
め
て
開
催
さ
れ
、
日
本
チ
ー
ム
が
そ
の
頂
点
に
立
っ
た
も
の
の
、
や
は
り
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
地
位
は
揺
る
ぎ
そ
う
に
な
い
。
こ

の
よ
う
な
潮
流
の
中
に
あ
っ
て
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
を
日
本
人
選
手
が
夢
の
舞
台
と
し
て
目
指
す
こ
と
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

　
（
四
一
〇
〇
）
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一
方
で
、
タ
レ
ン
ト
の
流
出
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
歯
止
め
（
規
制
）
を
求
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
立
場
も
ま
た
十
分
に
理
解
で
き
る
。
こ
う
し
た

Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
規
制
を
法
的
観
点
か
ら
如
何
に
捉
え
る
べ
き
か
、
本
論
で
検
証
を
し
て
い
き
た
い
。

2　

保
留
制
度

　

ま
ず
、
本
論
に
お
い
て
中
心
的
か
つ
基
礎
的
な
論
点
と
な
る
我
が
国
球
界
の
保
留
制
度
な
る
も
の
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た

い
。
そ
の
保
留
制
度
と
は
、
選
手
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
、
球
団
が
、
そ
の
一
方
的
な
意
思
に
基
づ
い
て
選
手
を
保
有
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

る
制
度
を
い
う
。
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
リ
ー
グ
お
よ
び
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
一
二
球
団
に
よ
る
合
意
で
あ
る
日
本
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
野
球
協
約
（
以
下
、
野
球
協
約
と
す
る
）
に
当
該
制
度
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
野
球
協
約
は
球
界
の
憲
法
と
も
呼
ば

れ
、
日
本
プ
ロ
野
球
の
運
営
に
関
す
る
規
則
あ
る
い
は
選
手
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
選
手
会
と
の
合
意

で
あ
る
労
働
協
約
（
労
働
組
合
法
一
四
条
）
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
使
用
者
側
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｂ
一
二
球
団
に
お
け
る
合
意
で
あ
る
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
は
、
選
手
の
労
働
条
件
に
影
響
す
る
あ
ら
ゆ
る
制
度
が
、
選
手
会
と
の
団
体
交
渉
に
基
づ
く
合
意
に
よ
っ

て
設
定
さ
れ
、
労
働
協
約
（C

ollective B
argaining A

greem
ent =

 C
B

A
, 

以
下
、
特
に
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
労
働
協
約
を
Ｃ
Ｂ
Ａ
と
す
る
）
と
し

て
の
効
力
を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
一
連
の
過
程
は
ア
メ
リ
カ
労
働
法
（
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ａ
）
に
よ
る
規
制
を
受
け
て
い
る
。

　

さ
て
、
日
本
の
Ｎ
Ｐ
Ｂ
で
は
保
留
制
度
に
つ
い
て
先
に
述
べ
た
野
球
協
約
に
次
の
よ
う
な
規
定
が
お
か
れ
て
い
る（

7
）。

す
な
わ
ち
﹁
保
留
球

団
は
、
全
保
留
選
手
名
簿
に
記
載
さ
れ
る
契
約
保
留
選
手
、
任
意
引
退
選
手
、
制
限
選
手
、
資
格
停
止
選
手
、
失
格
選
手
に
た
い
し
、
保
留

権
を
持
つ
﹂。
加
え
て
、
保
留
制
度
に
よ
り
各
球
団
は
七
〇
名
ま
で
の
選
手
を
自
己
の
保
有
選
手
と
し
て
保
留
権
を
主
張
で
き
る
。
球
団
が

保
留
権
を
持
つ
全
選
手
は
、﹁
外
国
の
い
か
な
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
野
球
組
織
の
球
団
を
も
含
め
、
他
の
球
団
と
選
手
契
約
に
か
ん
す

　
（
四
一
〇
一
）
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る
交
渉
を
行
な
い
、
ま
た
は
他
の
球
団
の
た
め
に
試
合
あ
る
い
は
合
同
練
習
等
、
全
て
の
野
球
活
動
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
﹂。

　

以
上
の
保
留
権
は
、
選
手
契
約
の
存
在
に
必
ず
し
も
連
動
し
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
以
下
に
み
る
通

り
、
契
約
関
係
が
終
了
し
た
後
も
引
き
続
き
保
留
権
が
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

選
手
契
約
の
期
間
は
原
則
と
し
て
一
年
で
あ
り
（
給
与
は
二
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
期
間
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
）、
各
シ
ー
ズ
ン
終
了

後
に
次
年
度
の
年
俸
等
に
つ
い
て
合
意
に
達
す
れ
ば
契
約
が
更
新
さ
れ
る
。
他
方
、
た
と
え
選
手
が
契
約
更
新
を
拒
否
し
た
と
し
て
も
、
翌

シ
ー
ズ
ン
に
つ
い
て
は
球
団
側
の
一
方
的
意
思
に
基
づ
い
て
契
約
関
係
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る（

8
）。

こ
の
場
合
、
年
俸
等
の
条
件
が
合
意

に
至
る
ま
で
、
報
酬
は
前
年
度
の
年
俸
の
二
五
％
と
し
、
日
ご
と
に
計
算
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
球
団
の
一
方
的
意
思
に
基
づ
く
契
約
関
係
は
、

当
該
翌
シ
ー
ズ
ン
を
経
た
後
、
消
滅
す
る
が
、
球
団
は
引
き
続
き
当
該
選
手
に
対
す
る
保
留
権
を
主
張
で
き
る
の
で
あ
る（

9
）。

そ
し
て
契
約
関

係
が
終
了
し
て
も
引
き
続
き
保
留
権
と
い
う
形
で
就
業
活
動
を
拘
束
さ
れ
る
の
は
、
引
退
を
表
明
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
不
正
行
為
等
に
よ

り
選
手
が
球
界
か
ら
追
放
さ
れ
た
場
合
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
合
を
含
ん
で
い
る
。

　

例
え
ば
二
〇
〇
八
年
の
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
の
交
渉
に
お
い
て
次
シ
ー
ズ
ン
の
契
約
条
件
が
合
わ
な
い
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
で
契
約
の
更

新
を
選
手
側
が
拒
否
し
た
と
し
て
も
二
〇
〇
九
年
の
シ
ー
ズ
ン
に
つ
い
て
は
球
団
が
一
方
的
に
選
手
契
約
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
二
〇
〇
九
年
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
の
翌
年
一
月
九
日
に
な
る
と
当
該
選
手
は
資
格
停
止
選
手
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
に
移
さ
れ
、
こ
の
間
、
収

入
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
当
該
選
手
が
任
意
引
退
、
資
格
停
止
、
失
格
の
い
ず
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
せ
よ
、
七

〇
名
の
保
留
選
手
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
限
り
、
球
団
側
の
保
留
権
が
維
持
さ
れ
、
外
国
の
チ
ー
ム
へ
の
移
籍
は
も
ち
ろ
ん
、
交
渉
す
ら

許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る（

10
）。

　
（
四
一
〇
二
）
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Ｆ
Ａ
（
フ
リ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
制
度

　

Ｆ
Ａ
と
は
、﹁
日
本
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
野
球
組
織
⋮
が
定
め
る
資
格
条
件
を
満
た
し
た
選
手
の
う
ち
、
い
ず
れ
の
球
団
と
も
選
手
契

約
を
締
結
で
き
る
権
利
を
有
す
る
選
手
を
い
う（

11
）﹂。

要
す
る
に
一
定
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
、
球
団
の
保
留
権
に
よ
る
拘
束
を
解
か
れ
た
選
手

の
こ
と
で
あ
る
。

　

我
が
国
で
は
、
一
九
九
三
年
に
こ
の
Ｆ
Ａ
制
度
が
初
め
て
導
入
さ
れ
、
選
手
の
自
由
意
思
に
基
づ
く
移
籍
が
容
認
さ
れ
た
。
当
初
、
Ｆ
Ａ

資
格
獲
得
に
は
、
一
五
〇
日
間
の
一
軍
登
録
を
一
〇
シ
ー
ズ
ン
経
過
す
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
八
年
に
稼
働
期

間
が
九
シ
ー
ズ
ン
、
二
〇
〇
四
年
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
登
録
日
数
が
一
四
五
日
に
そ
れ
ぞ
れ
緩
和
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
八
年
に
は
、
稼

働
期
間
に
つ
い
て
高
卒
新
人
選
手
が
八
シ
ー
ズ
ン
、
そ
の
他
の
大
卒
、
社
会
人
選
手
は
七
シ
ー
ズ
ン
に
緩
和
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
、
Ｆ
Ａ
資
格
獲
得
後
も
、
以
下
の
よ
う
に
報
酬
お
よ
び
補
償
に
関
し
て
一
定
の
制
限
が
課
せ
ら
れ
て
い
る（

12
）。

　

ま
ず
第
一
に
、
移
籍
直
前
の
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
統
一
選
手
契
約
書
所
定
の
参
稼
年
俸
額
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
特
別

の
事
情
が
あ
る
こ
と
を
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
が
認
め
た
場
合
に
は
、
例
外
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
移
籍
補
償
制
度
が
あ
り
、
移
籍
先
球
団
が
元
球
団
に
対
し
て
金
銭
あ
る
い
は
選
手
を
補
償
と
し
て
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旧
制
度
で
は
、
①
前
年
度
の
年
俸
の
八
〇
％
の
補
償
金
に
加
え
、
移
籍
先
球
団
が
指
定
す
る
三
〇
人
以
外
か
ら
選
手
を
獲
得
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
移
籍
元
の
球
団
が
選
手
補
償
を
求
め
な
い
場
合
に
は
、
前
年
度
の
年
俸
の
一
二
〇
％
が
補
償
額
と
さ
れ
て
い
た（

13
）。

こ

れ
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八
年
以
降
、
補
償
金
に
つ
い
て
は
移
籍
選
手
の
旧
年
俸
額
の
順
位
に
応
じ
た
基
礎
算
定
値
（
〇
か
ら
〇
・
八
の
範

囲
）
を
乗
じ
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
、
補
償
制
度
に
よ
る
制
限
的
効
果
が
緩
和
さ
れ
た（

14
）。

　

も
っ
と
も
以
上
は
Ｎ
Ｐ
Ｂ
内
の
移
籍
に
対
す
る
制
限
で
あ
っ
て
、
Ｆ
Ａ
資
格
を
得
た
選
手
が
海
外
移
籍
を
求
め
る
場
合
に
は
、
該
当
し
な

　
（
四
一
〇
三
）
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い
。
こ
れ
ら
の
制
限
は
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
お
け
る
戦
力
均
衡
維
持
お
よ
び
年
俸
高
騰
に
よ
る
弱
小
球
団
の
財
政
的
逼
迫
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
、
あ
く
ま
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｂ 

の
一
二
球
団
間
で
の
合
意
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

4　

Ｍ
Ｌ
Ｂ
移
籍
を
巡
る
紛
争
と
経
緯

（
1
）
野
茂
選
手
の
移
籍

　

経
緯
の
概
要　
　

一
九
九
四
年
、
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
投
手
、
野
茂
英
雄
選
手
が
引
退
を
表
明
し
た
上
で
、
メ
ジ
ャ
ー
移
籍
を
宣
言
し

日
本
国
内
に
物
議
を
か
も
し
た（

15
）。

そ
の
際
、
野
茂
選
手
は
プ
ロ
野
球
協
約
五
九
条
﹁
任
意
引
退
選
手
﹂
等
に
基
づ
き
、
任
意
引
退
選
手
に
な

れ
ば
何
ら
制
限
な
く
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
が
可
能
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
Ｎ
Ｐ
Ｂ
球
団
の
保
留
権
が
海

外
移
籍
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
球
団
に
と
っ
て
効
果
的
に
機
能
し
な
い
と
い
う
問
題
が
露
呈
し
た
。
そ
の
﹁
任
意
引
退
﹂
と
は
引
退
後
も
Ｎ

Ｐ
Ｂ
元
球
団
の
保
有
権
が
及
び
、
球
界
復
帰
の
際
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｂ
元
球
団
へ
の
復
帰
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
の
規
定
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
選
手
が
自
ら
引
退
を
求
め
る
場
合
、
こ
れ
に
対
す
る
自
由
を
与
え
る
も
の
の
、
球
界
へ
復
帰
す
る
場
合
に
は
元
所
属
球
団
に
限
定
す
る
。

こ
う
し
て
、
引
退
を
装
っ
た
他
チ
ー
ム
へ
の
移
籍
を
不
可
能
に
し
、
保
留
制
度
の
効
果
を
徹
底
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
っ
た
。
た
だ
当
時
、

こ
の
規
定
は
海
外
移
籍
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
野
茂
選
手
に
よ
る
Ｍ
Ｌ
Ｂ
移
籍
の
試
み
が
、
保
留
制
度
に
一
石
を
投
じ
、

保
留
権
の
効
力
お
よ
び
そ
の
意
義
に
つ
い
て
再
考
を
促
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
当
時
﹁
日
米
間
選
手
契
約
に
関
す
る
協
定
（
一
九
六
七
年
調
印
）﹂
が
存
在
し
て
お
り
、
互
い
の
選
手
市
場
を
侵
害
し
な
い

旨
の
合
意
が
日
米
で
交
わ
さ
れ
て
い
た（

16
）。

一
般
論
と
し
て
は
こ
の
協
定
の
存
在
ゆ
え
に
、
対
米
関
係
に
お
い
て
日
本
球
団
の
保
留
権
が
脅
か

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
同
協
定
に
は
、﹁
日
本
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
回
答
に
よ
り
、
も
し
そ
の
選
手
の

　
（
四
一
〇
四
）
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身
分
が
日
本
の
い
ず
れ
か
の
球
団
に
所
属
し
て
い
る
か
契
約
を
保
留
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
球
団
は
日
本
の
球
団
と
交

渉
す
る
﹂（
筆
者
傍
線
）
旨
の
規
定
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

17
）。

　

任
意
引
退
選
手
と
保
留
権　
　

と
こ
ろ
が
結
果
的
に
近
鉄
は
野
茂
選
手
を
放
出
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
の
主
因
は
保
留
期
間
と
任

意
引
退
を
巡
る
プ
ロ
野
球
協
約
（
一
九
八
四
年
度
版
）
の
規
定
に
あ
っ
た
。

プ
ロ
野
球
協
約
五
九
条
（
任
意
引
退
選
手
）

﹁
選
手
が
参
稼
期
間
中
ま
た
は
保
留
期
間
中
、
選
手
契
約
の
解
除
を
申
し
出
で
、
球
団
が
こ
れ
を
承
認
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
選
手
が
契
約
の
存
在
ま
た
は
更

新
を
希
望
し
な
い
と
見
做
さ
れ
る
場
合
、
球
団
は
七
八
条
の
復
帰
条
件
を
付
し
て
選
手
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
そ
の
選
手
は
所
属
連
盟

会
長
に
よ
っ
て
任
意
引
退
選
手
と
し
て
公
示
さ
れ
る
。

任
意
引
退
選
手
は
引
退
当
時
の
所
属
球
団
の
要
求
に
基
づ
い
て
、所
属
連
盟
会
長
が
前
項
の
公
示
を
抹
消
し
た
と
き
に
は
自
由
契
約
選
手
と
な
る
。﹂（
筆
者
傍
線
）

プ
ロ
野
球
協
約
六
八
条
（
保
留
の
効
力
）

﹁
保
留
の
効
力
は
、
前
二
条
の
手
続
き
（
六
〇
名
の
保
留
選
手
名
簿
提
出
と
公
示
）
が
完
了
し
た
と
き
に
発
生
し
、
第
七
四
条
（
保
留
期
間
の
終
了
）
に
規
定

す
る
保
留
期
間
の
終
了
す
る
と
き
ま
で
継
続
す
る
。

保
留
選
手
は
他
の
球
団
と
選
手
契
約
に
か
ん
す
る
交
渉
を
行
い
、
ま
た
は
他
の
球
団
の
た
め
に
試
合
あ
る
い
は
合
同
練
習
等
、
す
べ
て
の
野
球
活
動
を
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
る
。﹂（
筆
者
傍
線
）

プ
ロ
野
球
協
約
七
四
条
（
保
留
期
間
の
終
了
）
※
一
九
七
三
年
九
月
一
四
日
改
正

　
（
四
一
〇
五
）
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﹁
保
留
が
保
留
選
手
名
簿
公
示
の
年
度
の
翌
々
年
一
月
九
日
ま
で
継
続
さ
れ
た
と
き
保
留
期
間
が
終
了
し
、
そ
の
保
留
選
手
は
任
意
引
退
選
手
と
な
る
。

ま
た
、
保
留
期
間
中
保
留
選
手
が
任
意
引
退
選
手
と
な
っ
た
場
合
、
お
よ
び
球
団
が
保
留
権
を
喪
失
、
あ
る
い
は
放
棄
し
た
場
合
、
保
留
期
間
は
終
了
す
る
。﹂

（
筆
者
傍
線
）

　

以
上
の
よ
う
に
、
契
約
の
更
新
を
望
ま
な
い
選
手
は
最
終
的
に
任
意
引
退
選
手
と
さ
れ
﹁
保
留
期
間
は
終
了
﹂
す
る
、
と
明
記
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
任
意
引
退
選
手
と
な
っ
た
野
茂
選
手
が
海
外
で
プ
レ
ー
す
る
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
保
留
権
を
主
張
す
る
根
拠
を
球
団

側
が
失
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

厳
密
に
は
、
任
意
引
退
選
手
と
し
て
保
留
権
に
よ
る
拘
束
を
解
か
れ
る
場
合
、
以
下
の
二
種
類
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
経
過
を
辿
る
こ
と
に

な
る
。
ま
ず
①
選
手
側
が
選
手
契
約
の
解
約
を
求
め
球
団
側
が
こ
れ
を
承
認
し
た
場
合
に
は
任
意
引
退
選
手
と
な
っ
て
保
留
期
間
が
終
了
す

る
。
あ
る
い
は
②
選
手
が
球
団
と
の
契
約
を
拒
否
し
つ
づ
け
、
他
方
、
球
団
側
が
選
手
名
簿
に
記
載
を
続
け
た
、
つ
ま
り
保
留
権
を
行
使
し

続
け
た
場
合
に
は
、
野
球
協
約
七
四
条
に
よ
り
、
そ
の
ま
ま
の
地
位
で
一
年
間
の
シ
ー
ズ
ン
を
終
了
し
、
年
明
け
の
一
月
九
日
に
任
意
引
退

選
手
と
な
り
保
留
期
間
が
終
了
す
る
。
こ
う
し
て
任
意
引
退
選
手
と
な
り
保
留
期
間
が
終
了
し
た
時
点
で
球
団
側
が
一
方
的
に
契
約
更
新
す

る
権
利
を
失
う
。

　

も
っ
と
も
、
任
意
引
退
選
手
と
し
て
保
留
対
象
外
選
手
と
な
っ
た
後
、
当
該
選
手
が
球
界
復
帰
を
求
め
る
場
合
に
は
直
近
の
球
団
の
保
留

権
が
及
ぶ（

18
）。

問
題
は
、
任
意
引
退
選
手
が
日
本
球
界
か
ら
離
れ
て
外
国
の
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
す
る
場
合
で
あ
っ
た
。
当
時
の
野
球
協
約
は
、

球
団
が
保
留
権
を
主
張
す
る
根
拠
を
欠
い
て
い
た
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
当
時
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
側
が
そ
の
よ
う
な
事
態
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
立
場　
　

実
は
、
そ
の
一
方
の
当
事
者
Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
は
、
任
意
引
退
選
手
に
つ
い
て
も
保
留
権
を
主
張
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

　
（
四
一
〇
六
）
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た
。
と
い
う
の
は
、
選
手
が
Ｆ
Ａ
資
格
を
獲
得
し
な
い
限
り
、（
つ
ま
り
任
意
引
退
（voluntarily retired

）
選
手
に
つ
い
て
も
）
保
留
権

が
及
ぶ
こ
と
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
三
〇
球
団
と
選
手
会
と
の
合
意
で
あ
る
労
働
協
約
に
お
い
て
明
記
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
日
米
選
手
契
約
に
関
す
る

協
定
に
も
、
保
留
選
手
が
解
雇
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
Ｆ
Ａ
資
格
を
有
さ
な
い
限
り
、
日
本
球
団
は
ア
メ
リ
カ
球
団
に
無
断
で
選
手
を
獲
得

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
明
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
取
り
扱
い
は
現
在
も
変
更
さ
れ
て
い
な
い（

19
）。

た
だ
し
、
任
意
引
退
選
手

に
対
す
る
保
留
権
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
外
の
移
籍
に
及
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
選
手
側
が
合
意
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
日
米
の
両
リ
ー
グ
間
で

協
定
を
締
結
し
、
保
留
選
手
の
引
き
抜
き
を
し
な
い
旨
の
合
意
を
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
う
し
た
制
限
に
対
し
て

Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
選
手
が
不
満
の
声
を
上
げ
た
（
そ
の
違
法
性
を
争
っ
た
）
と
い
う
事
実
は
確
認
で
き
な
い（

20
）。

そ
れ
は
現
役
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
と

し
て
の
活
躍
を
嘱
望
さ
れ
る
選
手
が
そ
の
地
位
を
捨
て
て
日
本
球
界
へ
の
移
籍
を
求
め
る
と
い
う
状
況
が
そ
も
そ
も
発
生
し
な
い
た
め
、
実

質
を
欠
く
条
項
で
あ
り
、
現
実
的
な
紛
争
を
生
む
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
仮
に
今
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
が
世
界
の
野
球
市
場
を
席
巻
し
、

Ｍ
Ｌ
Ｂ
現
役
選
手
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｂ
へ
の
移
籍
が
普
遍
化
す
る
よ
う
な
事
態
が
起
こ
れ
ば
、
選
手
側
か
ら
こ
の
規
定
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
に
よ
る
救
済
は
排
除
さ
れ
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
も
予
想
さ
れ
る（

21
）。

な
ぜ
な
ら
、
前
述
の
通
り
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の

Ｃ
Ｂ
Ａ
は
労
使
の
合
意
で
あ
り
、
六
シ
ー
ズ
ン
に
わ
た
る
保
留
期
間
に
つ
い
て
も
選
手
会
が
団
体
交
渉
に
お
い
て
合
意
し
て
、
い
や
、
む
し

ろ
自
ら
望
ん
で
設
定
し
た
制
限
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
当
時
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
会
を
率
い
た
マ
ー
ビ
ン
・
ミ
ラ
ー
氏
は
六
年
と

い
う
保
留
期
間
の
存
在
に
よ
り
、
移
籍
可
能
な
選
手
の
人
数
を
一
定
の
範
囲
で
制
限
す
る
こ
と
で
選
手
側
の
交
渉
力
を
高
め
る
戦
略
に
で
た

の
で
あ
っ
た（

22
）。

こ
う
し
た
Ｆ
Ａ
制
度
導
入
の
経
緯
は
、
日
本
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る（

23
）。

た
だ
、
Ｃ
Ｂ
Ａ
に
は
当
該
保
留
権
が
海
外

移
籍
の
場
合
に
つ
い
て
及
ぶ
か
否
か
の
明
確
な
合
意
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
状
で
は
Ｍ
Ｌ
Ｂ
と
Ｎ
Ｐ
Ｂ
と
の
二
者
間
で
締
結
さ
れ
た
日

米
選
手
契
約
に
関
す
る
協
定
に
よ
っ
て
移
籍
の
機
会
を
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
四
一
〇
七
）
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と
こ
ろ
で
、
野
茂
選
手
の
移
籍
に
際
し
て
Ｍ
Ｌ
Ｂ
事
務
局
が
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
野
茂
選
手
の
身
分
の
回
答
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
金
井
事
務
局
長
が

﹁
日
本
の
任
意
引
退
選
手
が
現
役
に
復
帰
し
た
け
れ
ば
、日
本
国
内
を
選
ぶ
場
合
は
、元
の
チ
ー
ム
と
し
か
契
約
で
き
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
チ
ー
ム
と
な
ら
契
約
で
き
る
﹂
と
い
う
内
容
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
っ
た
（﹁
金
井
・
マ
レ
ー
書
簡
﹂）。
こ
の
書
簡
が
実
務
上
、

野
茂
選
手
の
移
籍
を
決
定
的
に
し
た
と
さ
れ
る（

24
）。

　

こ
う
し
て
、
日
米
協
定
は
歪
な
形
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
球
団
は
任
意
引
退
選
手
を
含
め
、
Ｆ
Ａ
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
選
手
を

対
象
に
そ
の
保
留
権
を
主
張
し
え
た
の
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
球
団
は
Ｆ
Ａ
選
手
に
加
え
、
任
意
引
退
選
手
に
つ
い
て
も
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
対
し
て

選
手
の
保
留
権
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
両
リ
ー
グ
が
そ
れ
ぞ
れ
排
他
的
に
選
手
の
保
留
権
を
確
保
す
る
は
ず
で

あ
っ
た
こ
の
協
定
は
、
そ
の
目
的
と
は
裏
腹
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
に
よ
る
出
奔
の
抜
け
穴
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た（

25
）。

　

そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
は
日
米
間
選
手
契
約
に
関
す
る
協
定
の
解
釈
変
更
を
行
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
任
意
引
退
選
手
に
つ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
で
の

そ
れ
と
同
様
の
位
置
づ
け
に
す
る
と
の
立
場
を
取
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
任
意
引
退
選
手
も
﹁
契
約
を
保
留
さ
れ
て
い
る
も
の
﹂
に
含
め
る
と

の
脚
注
を
一
九
九
六
年
に
付
け
加
え
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
八
年
一
一
月
改
正
の
プ
ロ
野
球
協
約
で
は
次
の
よ
う
な
規
定
に
変
更
さ
れ
た
。

　
﹁
保
留
球
団
は
、
全
保
留
選
手
名
簿
に
記
載
さ
れ
る
契
約
保
留
選
手
、
任
意
引
退
選
手
、
制
限
選
手
、
資
格
停
止
選
手
、
失
格
選
手
に
た

い
し
、
保
留
権
を
持
つ
。
⋮
外
国
の
い
か
な
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
野
球
組
織
の
球
団
を
も
含
め
、
他
の
球
団
と
選
手
契
約
に
か
ん
す
る

交
渉
を
行
い
、
ま
た
は
他
の
球
団
の
た
め
に
試
合
あ
る
い
は
合
同
練
習
等
、
全
て
の
野
球
活
動
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
﹂（
六
八
条
）。

　

こ
う
し
て
選
手
契
約
が
解
除
さ
れ
、
も
は
や
当
事
者
に
契
約
関
係
が
存
在
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
保
留
権
が
及
ぶ
こ
と
と

な
り
（
こ
の
保
留
権
拡
張
の
法
的
効
力
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）、
野
茂
選
手
が
抉
じ
開
け
た
移
籍
の
窓
口
は
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
意
向
に
よ
り
封
鎖

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
手
続
き
が
選
手
は
も
と
よ
り
Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
対
し
て
も
予
め
打
診
す
る
こ
と
な
く
進
め

ら
れ
た
た
め
、
後
に
Ｍ
Ｌ
Ｂ
と
の
摩
擦
を
生
む
こ
と
に
な
る
。

　
（
四
一
〇
八
）
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（
2
）
伊
良
部
選
手
の
移
籍

　

一
九
九
五
年
、
球
団
と
の
間
に
軋
轢
を
深
め
た
伊
良
部
秀
輝
選
手
は
Ｆ
Ａ
資
格
取
得
ま
で
二
年
を
残
し
て
い
た
も
の
の
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移

籍
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
所
属
先
で
あ
っ
た
ロ
ッ
テ
が
ト
レ
ー
ド
に
よ
る
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
調
整
に
入
っ

た
。
当
時
、
ロ
ッ
テ
は
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
・
パ
ド
レ
ス
と
の
間
に
業
務
提
携
を
結
ん
で
い
た
た
め
、
両
球
団
の
合
意
に
よ
り
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍

が
実
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ロ
ッ
テ
の
保
留
権
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
金
銭
ト
レ
ー
ド
の
形
で
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
移
籍
さ
せ
る
手

続
き
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
伊
良
部
選
手
が
あ
く
ま
で
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン
キ
ー
ス
へ
の
移
籍
を
求
め
た
た
め
、
か
か
る

ト
レ
ー
ド
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
伊
良
部
選
手
は
任
意
引
退
と
い
う
﹁
伝
家
の
宝
刀
﹂
を
抜
く
構
え
を
見
せ
て
、
ロ

ッ
テ
に
対
し
て
強
気
な
姿
勢
を
崩
す
こ
と
な
く
、
ご
り
押
し
と
も
い
え
る
主
張
を
実
現
さ
せ
た（

26
）。

　

実
は
Ｍ
Ｌ
Ｂ
側
の
対
応
も
伊
良
部
選
手
の
要
求
実
現
へ
の
追
い
風
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
一
九
九
七
年
初
旬
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ

選
手
に
対
す
る
排
他
的
交
渉
権
は
選
手
の
同
意
な
く
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
チ
ー
ム
に
移
譲
す
る
こ
と
は
今
後
認
め
ら
れ
な
い
旨
の
宣
言
を
し
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
受
け
た
パ
ド
レ
ス
は
伊
良
部
選
手
の
要
求
を
受
け
入
れ
、
金
銭
お
よ
び
マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
の
選
手
を
対
価
と
す
る
ヤ
ン
キ
ー

ス
と
の
ト
レ
ー
ド
に
合
意
し
た（

27
）。

こ
の
よ
う
に
Ｍ
Ｌ
Ｂ
が
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
の
選
択
を
尊
重
す
る
と
し
た
背
景
に
は
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
会
の
突
き
上
げ

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
会
事
務
局
長
の
ド
ナ
ル
ド
・
フ
ァ
ー
氏
は
Ｍ
Ｌ
Ｂ
が
伊
良
部
選
手
の
獲
得
に
つ
い
て
パ
ド
レ
ス

に
排
他
的
交
渉
権
を
持
つ
と
す
る
こ
と
は
Ｃ
Ｂ
Ａ
に
違
反
す
る
と
主
張
し
、
Ｃ
Ｂ
Ａ
に
基
づ
く
苦
情
処
理
手
続
き
へ
の
申
し
立
て
を
検
討
す

る
と
宣
言
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｍ
Ｌ
Ｂ
側
は
日
本
人
選
手
の
扱
い
は
Ｃ
Ｂ
Ａ
の
適
用
範
囲
に
は
な
く
選
手
会
の
主
張
は
妥
当
し
な

い
、
と
反
論
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
、
伊
良
部
選
手
に
よ
る
訴
訟
提
起
と
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
会
に
よ
る
後
押
し
を
懸
念
し
た
Ｍ
Ｌ
Ｂ
が
折

れ
る
形
と
な
っ
て
決
着
を
み
た（

28
）。

　
（
四
一
〇
九
）
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こ
の
一
連
の
騒
動
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
側
に
、
当
時
の
日
米
間
協
定
の
見
直
し
が
急
務
と
の
認
識
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

（
3
）
ソ
リ
ア
ー
ノ
選
手
の
移
籍

　

従
来
型
の
日
米
間
協
定
の
廃
止
を
決
定
的
に
し
た
の
が
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
ソ
リ
ア
ー
ノ
選
手
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
移
籍
を
巡
る
紛
争
で
あ
っ
た
。
一

九
九
八
年
広
島
カ
ー
プ
が
保
留
す
る
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
野
球
ア
カ
デ
ミ
ー
出
身
の
ソ
リ
ア
ー
ノ
選
手
が
年
俸
調
停
の
結
果
を
拒
否
し
、
任

意
引
退
選
手
と
な
っ
た
後
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
を
実
行
に
移
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｂ
は
野
茂
選
手
の
移
籍
後
、
日
米
間
協
定
に
脚
注
を
つ
け
る
形
で
任
意
引
退
選
手
に
も
保
留
権
が
及
ぶ
と
す
る
変
更
を
行
っ
た
こ
と

は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
広
島
は
ソ
リ
ア
ー
ノ
選
手
に
対
す
る
保
留
権
を
主
張
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｐ

Ｂ
に
よ
る
変
更
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
打
診
な
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
不
快
感
を
持
っ
て
い
た
Ｍ
Ｌ
Ｂ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
、
ソ
リ
ア
ー
ノ
選
手

は
日
本
球
団
の
拘
束
を
受
け
な
い
自
由
契
約
選
手
で
あ
る
と
の
宣
言
を
し
た
と
さ
れ
る（

29
）。

そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン
キ
ー
ス
が
三
一

〇
万
ド
ル
（
約
三
億
六
、〇
〇
〇
万
円
）
で
ソ
リ
ア
ー
ノ
選
手
と
の
契
約
を
成
立
さ
せ
た（

30
）。

　

こ
の
一
件
で
は
も
ち
ろ
ん
、
広
島
カ
ー
プ
球
団
と
ソ
リ
ア
ー
ノ
選
手
、
あ
る
い
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン
キ
ー
ス
と
の
法
的
紛
争
も
想
定

さ
れ
た（

31
）。

し
か
し
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
側
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
保
留
制
度
に
よ
る
拘
束
は
少
な
く
と
も
法
的
強
制
力
の
な
い
（unenforceable

）
も
の

で
あ
る
と
の
目
算
が
あ
っ
た（

32
）。

そ
れ
は
、
日
本
球
界
の
選
手
に
対
す
る
拘
束
は
、
一
方
的
で
あ
る
う
え
に
、
制
限
の
度
合
い
が
不
当
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
広
島
と
の
選
手
契
約
締
結
当
時
、
ソ
リ
ア
ー
ノ
選
手
は
未
成
年
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

（
4
）﹁
一
九
六
七
年
日
米
間
選
手
契
約
に
関
す
る
協
定
﹂
の
終
焉

　

一
九
六
七
年
以
来
、
日
米
間
で
維
持
さ
れ
て
き
た
従
来
型
の
協
定
に
つ
い
て
、
一
部
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
球
団
か
ら
の
反
発
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
（
四
一
一
〇
）
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と
い
う
の
も
、
当
該
協
定
に
基
づ
い
て
一
部
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
球
団
が
Ｎ
Ｐ
Ｂ
球
団
と
の
間
に
業
務
提
携
を
結
び
、
こ
れ
を
も
と
に
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
の

移
籍
を
実
現
さ
せ
る
と
い
う
実
務
が
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
単
純
に
見
て
（
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
一
二
球
団
に
対
し
て
）
三
〇
球
団
の
Ｍ

Ｌ
Ｂ
で
は
半
数
を
超
え
る
球
団
が
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
獲
得
の
機
会
か
ら
事
実
上
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
う
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
に

対
し
て
、
い
ず
れ
か
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
チ
ー
ム
が
排
他
的
に
交
渉
権
を
得
る
と
い
う
従
来
型
の
仕
組
み
自
体
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
労
働
協
約
に
違
反
す
る
恐
れ

が
あ
り
、
加
え
て
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
違
反
す
る
と
の
見
方
も
あ
っ
た（

33
）。

　

他
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
側
は
野
茂
選
手
の
ケ
ー
ス
以
降
、
続
い
て
伊
良
部
選
手
、
そ
し
て
ソ
リ
ア
ー
ノ
選
手
の
一
連
の
移
籍
騒
動
に
翻
弄
さ
れ
る

形
と
な
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
に
よ
る
無
秩
序
な
渡
米
に
対
し
て
警
戒
と
懸
念
を
強
め
て
い
た
。
こ
う
し
て
Ｍ
Ｌ
Ｂ
側
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｂ
側
の
思
惑

が
一
致
し
、
現
行
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
が
導
入
さ
れ
、
従
来
型
の
協
定
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
興
味
深
い
点
は
、
当
該
制
度
の

発
案
は
Ｎ
Ｐ
Ｂ
で
は
な
く
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
側
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
し
か
も
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
よ
る
修
正
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る（

34
）。

4　

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
の
概
要

　

Ｆ
Ａ
資
格
を
持
た
な
い
選
手
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
を
実
現
す
る
に
は
以
下
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
Ｆ
Ａ
資
格
の

獲
得
を
待
た
ず
に
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
を
希
望
す
る
選
手
を
保
有
す
る
球
団
は
、
日
本
プ
ロ
野
球
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
日
本
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ナ
ー
）
を
通
し
て
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
ア
メ
リ
カ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
）
に
そ
の
選
手
が
契
約
可
能
で
あ
る
こ
と
を
通
知
し
、
こ

れ
を
受
け
て
ア
メ
リ
カ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
全
球
団
に
そ
の
旨
の
告
知
を
す
る
。
こ
の
手
続
き
が
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
告
知
か
ら
四
業
務
日
以
内
に
、
対
象
者
の
受
け
入
れ
に
興
味
を
持
つ
チ
ー
ム
は
、
選
手
と
の
個
別
交
渉
成
立
時
に
移
籍
補
償

金
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｂ
球
団
に
支
払
う
金
額
を
ア
メ
リ
カ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
に
提
示
す
る
形
で
入
札
を
行
う
。
そ
の
際
の
最
高
入
札
額
が
ア
メ

　
（
四
一
一
一
）
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リ
カ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
に
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｂ
球
団
に
通
知
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
球
団
が
そ
の
金
額
を
受
諾
す
る
場
合
に
は
、
当
該
Ｍ
Ｌ
Ｂ
球
団
は
当

該
移
籍
希
望
選
手
と
の
三
〇
日
間
の
独
占
交
渉
権
を
獲
得
す
る
。
当
該
希
望
選
手
と
の
交
渉
が
成
立
し
た
場
合
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
球
団
に
そ
の
最

高
入
札
額
が
支
払
わ
れ
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｂ
球
団
は
、
最
高
入
札
額
の
通
知
を
受
け
た
後
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
撤
回
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｂ
球
団
は
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
に
よ
り
当
該
選
手
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
の
市
場
価
値
を
見
極
め
て
か
ら
同
選
手
の
放
出
の
是
非
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
放
出
を

決
め
た
と
し
て
も
選
手
と
Ｍ
Ｌ
Ｂ
球
団
と
の
個
別
交
渉
が
成
立
し
な
い
場
合
に
は
当
該
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
移
籍
は
成
立
せ
ず
、
こ
の
場
合
、
Ｎ

Ｐ
Ｂ
球
団
は
入
札
額
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い（

35
）。

　

つ
ま
り
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
の
も
と
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
球
団
は
そ
の
保
留
す
る
選
手
に
つ
い
て
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
の
市
場
価
格
（
入
札
金
）
を
確

認
し
、
十
分
な
補
償
を
確
保
で
き
る
と
球
団
が
判
断
し
た
場
合
に
、
選
手
と
Ｍ
Ｌ
Ｂ
球
団
と
の
個
別
交
渉
の
成
立
を
要
件
と
し
て
当
該
選
手

の
保
留
権
を
放
棄
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
代
償
と
し
て
入
札
金
を
手
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
手
続
き
を
民
法
（
四
二
〇
条
違
約
金
）
に

よ
っ
て
敷
衍
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
保
留
期
間
中
の
移
籍
は
、
選
手
契
約
の
債
務
不
履
行
と
捉
え
、
損
害
賠
償
に
つ
い
て

は
入
札
を
通
じ
て
確
定
さ
せ
る
も
の
を
予
定
額
と
解
す
る
。
そ
し
て
、
債
権
者
た
る
球
団
は
債
務
者
た
る
選
手
か
ら
直
接
こ
の
賠
償
額
を
受

け
る
の
で
は
な
く
、
移
籍
先
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
球
団
か
ら
第
三
者
弁
済
と
し
て
賠
償
額
を
受
け
取
る
と
い
う
法
律
構
成
が
採
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
を
採
れ
ば
、
入
札
金
が
移
籍
補
償
金
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｂ
球
団
に
支
払
わ
れ
る
と
い
う
理
屈
は
む
し
ろ
妥
当
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
問
題
は
、
選
手
契
約
の
期
間
と
保
留
期
間
が
必
ず
し
も
相
関
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
後
で
検
討
す
る
。

　

な
お
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
と
Ｆ
Ａ
制
度
と
の
決
定
的
な
違
い
は
、
移
籍
可
能
時
期
の
早
晩
の
ほ
か
、
移
籍
補
償
金
の
有
無
に
あ
る
。
こ

の
移
籍
補
償
は
事
務
的
あ
る
い
は
経
営
的
判
断
に
大
き
く
影
響
す
る
。
仮
に
松
坂
選
手
が
Ｆ
Ａ
制
度
に
よ
っ
て
Ｍ
Ｌ
Ｂ
移
籍
を
果
た
し
て
い

た
の
で
あ
れ
ば
西
武
は
六
〇
億
円
と
い
う
補
償
金
（
最
高
入
札
金
）
を
手
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
し
、
ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｂ
内
の
別
チ

　
（
四
一
一
二
）
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ー
ム
に
移
籍
し
て
い
た
と
し
て
も
旧
年
俸
の
一
・
二
倍
の
補
償
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
傑
出
し
た
選

手
を
保
有
す
る
球
団
に
、
当
該
選
手
を
海
外
に
放
出
さ
せ
る
強
い
経
済
的
誘
引
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
よ
う
な
誘
引
が
今
後
、
球

団
主
導
に
よ
る
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
球
界
全
体
に
と
っ
て
の
懸
念
材
料

と
な
ろ
う
。

　

な
お
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
保
留
選
手
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
の
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
移
籍
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
、
球
団
間
の
合
意
に
基
づ
く
ト

レ
ー
ド
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る（

36
）。

5　

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
の
問
題
点

　

さ
て
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
は
一
九
九
六
年
に
導
入
さ
れ
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
移
籍
の
嚆
矢
と
な
っ
た
が
、
全
米

で
に
わ
か
に
注
目
を
集
め
た
の
は
、
む
し
ろ
二
〇
〇
七
年
、
松
坂
大
輔
選
手
の
移
籍
に
際
し
て
で
あ
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
・
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス

が
六
〇
億
円
（
五
一
一
一
万
ド
ル
）
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
金
額
を
提
示
し
、
全
米
の
野
球
フ
ァ
ン
を
騒
然
と
さ
せ
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
時

に
初
め
て
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
の
存
在
を
知
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
野
球
フ
ァ
ン
も
多
か
っ
た
。
日
本
の
野
球
フ
ァ
ン
の
間
で
は
自
国
産
の
﹁
松

坂
﹂
選
手
が
本
場
ア
メ
リ
カ
で
高
い
評
価
を
受
け
た
こ
と
に
加
え
、
六
〇
億
円
と
い
う
大
金
が
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
大
い

に
歓
迎
す
る
向
き
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
選
手
に
と
っ
て
も
九
シ
ー
ズ
ン
を
待
た
ず
に
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
が
可
能
と
な
る
点

に
お
い
て
、
実
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
選
手
個
人
の
生
み
出
す
市
場
価
値
が
入
札
金
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
球
団
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
の
声

も
聞
か
れ
る（

37
）。

松
坂
選
手
を
例
に
と
れ
ば
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
入
札
額
の
六
〇
億
円
と
六
年
契
約
の
六
一
億
円
を
合
わ
せ
た
一
二
一
億
円
が
本

　
（
四
一
一
三
）
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来
の
松
坂
選
手
に
対
す
る
評
価
額
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
半
分
も
の
金
額
（
六
〇
億
円
）
が
松
坂
選
手
本
人
で
は
な
く
、
入
札
金
と
し
て
西
武

球
団
に
支
払
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
処
理
が
果
た
し
て
妥
当
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る（

38
）。

　

他
方
、
ア
メ
リ
カ
で
も
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
所
属
選
手
の
獲
得
競
争
の
公
平
性
と
現
行
制
度
の
矛
盾
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

前
述
の
通
り
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
入
札
金
は
課
徴
金
制
度
（C

om
petitive B

alance T
ax

）
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
課
徴
金
制
度
と
は
一

九
九
五
年
以
降
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た
制
度
で
あ
り
、
戦
力
均
衡
維
持
の
実
現
を
目
的
と
す
る
制
度
の
一
つ
で
あ
る
。
選
手
人
件

費
総
額
に
対
す
る
上
限
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
超
え
た
球
団
は
一
定
の
割
合
で
金
銭
を
リ
ー
グ
に
よ
り
課
徴
さ
れ
、
リ
ー
グ
の
事
業

成
長
基
金
（Industry G

row
th F

und
）
や
選
手
福
利
厚
生
（B

enefit plan

）
と
し
て
プ
ー
ル
さ
れ
る
（C

B
A

 A
rticle X

X
III H

）。
こ
う

し
て
人
件
費
の
総
額
を
一
定
以
下
に
抑
制
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
球
団
に
働
き
、
そ
の
結
果
、
財
力
の
格
差
に
よ
る
球
団
戦
力
の
均
衡
を

維
持
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
入
札
金
に
つ
い
て
は
こ
の
課
徴
金
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
制
度
を
通
じ
て
日
本
人
選
手
を
獲
得
す
る
場
合
、
Ｆ
Ａ
に
よ
る
獲
得
と
異
な
り
、
財
力
の
あ
る
チ
ー
ム
が
絶
対
的
に
有
利
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
実
際
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
Ｎ
Ｐ
Ｂ
所
属
選
手
を
獲
得
し
た
チ
ー
ム
が
、
財
力
の
面
で
も
強
豪
ぞ
ろ
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
頷

け
る
。
こ
の
よ
う
に
財
力
の
あ
る
球
団
が
優
位
に
立
つ
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
は
選
手
獲
得
競
争
に
一
定
の
課
徴
金
を
か
け
る
こ
と
で
戦
力
均

衡
維
持
の
実
現
を
目
指
す
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
現
行
Ｆ
Ａ
制
度
と
の
間
に
矛
盾
を
生
み
出
し
て
い
る（

39
）。

　

第
二
は
、
ラ
イ
バ
ル
球
団
が
当
該
選
手
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
時
、
こ
れ
を
不
当
に
阻
止
し
う
る
と
い
う
制
度
上
の
欠
陥
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
落
札
し
た
米
国
球
団
が
日
本
の
選
手
と
の
個
別
契
約
に
失
敗
し
た
場
合
、
日
本
球
団
へ
の
入
札
金
の
支
払
い
を
含
め
、
一
切
の

金
銭
的
負
担
を
強
い
ら
れ
な
い
た
め
、
選
手
獲
得
を
目
的
と
し
な
い
入
札
を
可
能
に
す
る
面
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
意
図
的
な
個
別
交
渉
の

不
成
立
を
前
提
と
す
れ
ば
、
支
払
能
力
に
か
か
わ
ら
ず
高
額
の
入
札
が
可
能
と
な
り
、
結
果
的
に
当
該
選
手
の
獲
得
を
希
望
す
る
他
球
団
を

　
（
四
一
一
四
）
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妨
害
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
バ
ド
・
セ
リ
グ
氏
が
日
米
間
協
定
に
お
い
て
与

え
ら
れ
た
権
限
に
基
づ
い
て
、
そ
う
し
た
運
用
面
で
の
制
度
の
悪
用
を
監
視
す
る
と
明
言
し
た（

40
）。

た
だ
、
同
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
及
ぶ
と
し
て
も
、
ラ
イ
バ
ル
球
団
の
選
手
獲
得
を
阻
止
す
る
と
い
う
不
当
な
動
機
の
介
在
を
完
全
に
排
除

で
き
な
い
制
度
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
い
ま
だ
改
善
の
余
地
が
残
る
。

　

第
三
に
、
日
本
球
団
が
多
額
の
入
札
金
を
獲
得
す
る
こ
と
の
不
合
理
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
側
か
ら
見
た
問
題
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
が
、
他
方
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
選
手
側
か
ら
見
て
も
高
額
の
入
札
金
は
望
ま
し
い
と

は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
球
団
利
益
の
一
部
が
海
外
の
球
団
に
流
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
役
選
手
の
人
件
費
に
充
て
ら
れ
る
は
ず
で
あ

っ
た
財
源
の
一
部
を
失
う
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
Ｎ
Ｆ
Ｌ
（
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
型
の
サ
ラ
リ

ー
・
キ
ャ
ッ
プ
制
度
の
よ
う
に
、
リ
ー
グ
の
総
収
益
の
一
定
割
合
（
人
件
費
）
を
選
手
間
で
分
配
す
る
形
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
制
度
に
よ
る
入
札
金
の
行
方
が
今
後
ま
す
ま
す
批
判
的
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。な
ぜ
な
ら
、こ
う
し
た
サ
ラ
リ
ー
・

キ
ャ
ッ
プ
制
度
の
も
と
で
は
、
総
収
益
が
人
件
費
の
増
減
に
直
結
す
る
た
め
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
資
金
の
流
れ
に
つ
い
て
選
手
が
、
よ
り
セ
ン
シ
テ

ィ
ブ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
の
前
提
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
保
留
制
度
の
違
法
性
の
問
題
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
と
は
Ｎ
Ｐ
Ｂ
と
有
効
な
契
約
を
締
結
し
て
い
る
選
手
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
手
続
き
で
あ
る
。
少
な
く
と

も
Ｍ
Ｌ
Ｂ
側
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る（

41
）。

言
い
換
え
る
と
、
最
低
九
シ
ー
ズ
ン
に
つ
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｂ
が
当
該
選
手
の
保
留
に
つ
い
て
の
法
的

拘
束
力
を
有
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
お
り
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
入
札
額
は
あ
く
ま
で
も
、
契
約
の
解
約
あ
る
い
は
保
留
権
の
放
棄
に
対
す
る

対
価
、
つ
ま
り
金
銭
補
償
で
あ
る
（
日
米
間
選
手
契
約
に
関
す
る
協
定
九
条　

一
九
九
八
年
）。
ゆ
え
に
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
長
期
間
に
わ
た
る
移
籍

制
限
が
法
的
に
支
持
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
球
団
が
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
選
手
の
補
償
と
し
て
日
本
球
団
に
金
銭
を
支
払
う
根
拠
が

　
（
四
一
一
五
）
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揺
ら
ぐ
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る（

42
）。

　

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
法
的
効
力
の
議
論
を
超
え
て
、
も
っ
ぱ
ら
双
方
の
実
利
と
い
う
点
か
ら
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
が
導
入
さ
れ
た
と
い

う
側
面
も
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
日
本
人
選
手
の
乱
獲
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
を
Ｍ
Ｌ
Ｂ
が
日
本
の
野
球
市
場
に
与
え
な
い
と
い
う

政
治
的
あ
る
い
は
経
営
的
目
論
見
も
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
国
内
移
籍
に
つ
い
て
移
籍
金
の
発
生
を
前
提
と
し
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
お
い
て

は
、
移
籍
金
を
求
め
る
権
利
を
当
然
と
す
る
向
き
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
法
的
に
容
認
さ
れ
、
拘
束
力
を
持
つ
契

約
の
み
が
、
そ
の
不
履
行
、
あ
る
い
は
一
方
的
解
約
に
対
す
る
補
償
の
対
象
と
な
る
と
い
う
法
律
上
の
原
則
に
立
ち
返
っ
た
認
識
が
求
め
ら

れ
る
。

　

そ
の
意
味
で
日
本
側
か
ら
見
れ
ば
、
保
留
制
度
の
法
的
拘
束
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
の
基
礎
を
固
め
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
り
、
こ
の
点
を
蔑
ろ
に
し
て
お
く
と
、
今
後
さ
ら
な
る
混
乱
の
素
因
を
内
包
す
る
こ
と
に
な
る
。

6　

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
の
法
的
検
証

（
1
）
リ
ー
グ
内
移
籍
制
限
と
そ
の
合
理
性

　

概
し
て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
グ
に
お
け
る
移
籍
制
限
の
法
的
評
価
と
し
て
は
、
独
占
禁
止
法
お
よ
び
契
約
法
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可

能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
球
団
間
の
カ
ル
テ
ル
に
よ
り
選
手
市
場
の
競
争
を
減
退
さ
せ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
当
該
制
限
に
よ
り
選

手
の
自
由
な
交
渉
や
取
引
が
制
限
さ
れ
、
人
為
的
に
選
手
の
市
場
価
値
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
法
的
評
価
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
後
者
は
﹁
職
業
選
択
の
自
由
﹂
の
要
請
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
退
職
後
の
労
働
者
の
自
由
な
就
業
活
動
の
制
限
に
対
す
る

法
的
評
価
の
問
題
で
あ
る
。

　
（
四
一
一
六
）
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こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
の
理
論
構
成
に
よ
る
と
し
て
も
、
制
限
の
﹁
合
理
性
﹂
あ
る
い
は
﹁
正
当
性
﹂
が
最
大
の
争
点
と
な
る
。
で
は
、
合

理
性
（
正
当
性
）
の
判
断
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
要
素
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

制
限
の
合
理
性
判
断
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
野
球
事
業
の
特
質
を
正
確
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
特
質
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

①
プ
ロ
野
球
事
業
の
生
産
物
た
る
試
合
（
ゲ
ー
ム
）
は
競
争
相
手
と
な
る
球
団
と
の
共
同
で
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
、
②
試
合
に
よ
る
収
入
は

競
争
相
手
と
な
っ
た
球
団
の
人
気
に
も
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
、
③
球
団
間
の
戦
力
の
均
衡
に
支
え
ら
れ
る
共
存
共
栄
が
前
提
で
あ
る
こ

と
、
な
ど
で
あ
ろ
う（

43
）。

　

こ
う
し
た
特
質
を
念
頭
に
置
い
て
独
占
禁
止
法
あ
る
い
は
契
約
法
に
お
け
る
合
理
性
を
判
断
す
る
場
合
、
総
じ
て
次
の
よ
う
な
要
素
が
考

慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う（

44
）。

す
な
わ
ち
、
①
戦
力
の
均
衡
維
持
、
②
リ
ー
グ
全
体
の
発
展
、
②
安
定
的
な
チ
ー
ム
編
成
を
可
能
に
す
る
人
的

資
産
の
確
保
、
③
選
手
育
成
費
用
の
補
償
、
な
ど
で
あ
る
。

　

な
か
で
も
戦
力
均
衡
維
持
は
閉
鎖
型
リ
ー
グ
経
営
の
基
幹
と
も
い
わ
れ
る（

45
）。

Ｎ
Ｐ
Ｂ
内
で
無
秩
序
に
選
手
の
引
き
抜
き
が
行
わ
れ
れ
ば
チ

ー
ム
間
で
著
し
く
戦
力
の
均
衡
を
失
い
、
常
勝
チ
ー
ム
と
そ
の
逆
の
チ
ー
ム
が
生
ま
れ
、
フ
ァ
ン
の
関
心
と
興
味
を
低
減
さ
せ
、
引
い
て
は

リ
ー
グ
運
営
を
著
し
く
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る（

46
）。

（
2
）
リ
ー
グ
外
移
籍
制
限
と
そ
の
合
理
性

　

先
に
見
た
リ
ー
グ
内
移
籍
制
限
に
対
し
て
は
、
戦
力
均
衡
維
持
を
中
心
と
す
る
事
業
運
営
上
の
正
当
目
的
が
認
め
ら
れ
、
一
定
の
制
限
に

つ
い
て
は
合
理
性
あ
り
と
し
て
、
法
的
効
力
を
認
め
る
こ
と
が
、
む
し
ろ
妥
当
と
い
え
る
。
他
方
、
リ
ー
グ
外
移
籍
制
限
に
つ
い
て
は
、
チ

ー
ム
間
の
戦
力
均
衡
維
持
と
い
う
正
当
目
的
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
を
敷
衍
す
れ
ば
、
憲
法
二
二
条
一
項
の
要
請
を
う
け
て

就
業
活
動
の
自
由
を
大
幅
に
認
め
よ
う
と
す
る
我
が
国
の
法
理
論
に
お
い
て
、
リ
ー
グ
外
移
籍
に
対
す
る
制
限
は
人
材
の
囲
い
込
み
に
ほ
か

　
（
四
一
一
七
）
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な
ら
ず
、
こ
れ
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
方
、
文
化
保
護
政
策
的
観
点
か
ら
こ
れ
を
見
た
場

合
、
外
国
人
選
手
の
参
入
規
制
を
正
当
化
で
き
る
と
し
て
も
、
や
は
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
の
流
出
を
一
方
的
に
制
限
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
み
る
と
当
該
制
限
に
法
的
効
力
を
与
え
る
要
件
は
、
選
手
側
の
真
の
合
意
の
存
在
の
ほ
か
に
な
い
と
い
え

よ
う（

47
）。

（
3
）
雇
用
関
係
法
の
角
度
か
ら
の
検
証

①　

競
業
避
止
特
約
と
し
て
の
効
力

　

プ
ロ
野
球
選
手
は
労
働
組
合
法
上
の
労
働
者
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
労
働
基
準
法
上
は
労
働
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
実
情

が
あ
る（

48
）。

こ
の
点
を
考
慮
し
て
も
な
お
、
プ
ロ
野
球
の
移
籍
制
限
に
つ
い
て
、
専
門
労
働
者
に
よ
る
退
職
後
の
競
業
避
止
特
約
の
効
力
を
巡

る
労
働
法
上
の
論
点
と
し
て
議
論
す
る
意
義
は
大
き
い
。
労
使
関
係
法
上
の
労
働
者
性
が
肯
定
さ
れ
る
以
上
、
労
働
法
の
趣
旨
に
合
致
し
た

法
解
釈
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（

49
）。

以
下
、
労
基
法
を
中
心
と
す
る
雇
用
関
係
法
理
の
観
点
か
ら
移
籍
制
限
の
法
的
論
点
を
整
理
し
、
そ

の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い（

50
）。

　

一
般
に
被
用
者
は
、
契
約
期
間
中
、
使
用
者
の
利
益
を
（
著
し
く
）
害
す
る
競
業
行
為
を
し
な
い
義
務
を
負
う
。
た
だ
し
、
契
約
終
了
後

は
原
則
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
義
務
を
負
う
こ
と
は
な
く
、
職
業
選
択
の
自
由
の
要
請
に
よ
り
自
由
な
就
業
活
動
が
保
障
さ
れ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、元
使
用
者
は
こ
の
よ
う
な
活
動
に
伴
う
不
利
益
を
甘
受
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、仮
に
こ
の
自
由
を
制
限
す
る
契
約
（
特

約
）
を
締
結
し
て
い
た
と
し
て
も
こ
れ
は
公
序
良
俗
（
民
法
九
〇
条
）
に
反
し
無
効
と
な
る
。
つ
ま
り
、
法
的
効
力
を
容
認
さ
れ
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
制
限
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
使
用
者
の
利
益
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
被
る
労
働
者
の
不
利
益
と
を
比
較
衡
量
し
た
う
え
で
、
当
該

制
限
に
合
理
性
な
い
し
正
当
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
法
的
効
力
が
肯
定
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
契
約
期
間
中
の
競
業
避

　
（
四
一
一
八
）
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止
義
務
を
超
え
て
、
契
約
終
了
後
も
、
な
お
就
業
制
限
を
課
す
場
合
、
営
業
秘
密
の
確
保
等
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
に
照
ら
し
て
、
必
要

最
低
限
の
制
限
の
み
が
合
理
性
あ
り
と
し
て
そ
の
法
的
効
力
を
認
め
ら
れ
る（

51
）。

ま
た
合
理
性
の
判
断
に
お
い
て
は
代
償
措
置
の
有
無
も
重
要

な
要
素
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
選
手
に
支
払
わ
れ
る
多
額
の
契
約
金
は
あ
く
ま
で
九
シ
ー
ズ
ン
に
わ
た
る
プ
レ
ー
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ

ば
、
契
約
金
が
長
期
拘
束
の
代
償
措
置
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
説
明
も
そ
れ
な
り
に
説
得
力
を
有
す
る
。
ま
た
選
手
育
成
に
投
資
し
た
費

用
を
回
収
す
る
た
め
に
リ
ー
グ
外
移
籍
を
規
制
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
主
張
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、（
育
成
）
費
用
回
収
の
た
め
に
九
年
間

に
及
ぶ
拘
束
を
正
当
化
で
き
る
か
、
に
つ
い
て
は
疑
問
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
、
多
額
の
契
約
金
を
賃
金
の
前
払
い
と
捉

え
、
こ
れ
を
回
収
す
る
と
い
う
発
想
は
、
そ
れ
自
体
が
、
個
別
的
労
働
法
の
観
点
か
ら
強
制
労
働
に
つ
な
が
る
前
払
い
賃
金
と
し
て
規
制
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
（
労
基
法
五
条
）。
仮
に
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
お
い
て
、
費
用
回
収
と
い
う
発
想
が
正
当
化
さ
れ
る
と
し
て
も
、

選
手
は
、
そ
の
契
約
金
の
部
分
的
返
済
を
も
っ
て
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
が
原
則
と
い
う
理
解
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

②　

長
期
契
約
と
し
て
の
効
力

　

雇
用
関
係
法
に
お
い
て
、
使
用
者
が
労
働
者
の
労
務
提
供
を
一
定
期
間
確
保
し
た
い
場
合
に
は
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
契
約
に
よ
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
労
基
法
一
四
条
）。
か
か
る
契
約
に
お
い
て
、
使
用
者
は
そ
の
間
、
当
該
労
働
者
の
雇
用
を
保
障
し
、
他
方
、
当
該

労
働
者
の
退
職
に
よ
る
就
業
活
動
を
制
限
す
る
効
果
を
持
つ
。

　

と
こ
ろ
で
、
民
法
で
は
﹁
雇
用
﹂
契
約
の
解
除
に
つ
い
て
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
場
合
に
は
、﹁
や
む
を
得
な
い
事
由
﹂
を
必
要
と
す
る

一
方
で
、
期
間
の
定
め
の
な
い
場
合
は
﹁
い
つ
で
も
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
し
て
労
使
双
方
に
大
幅
な
自
由
を
与
え
て
い

る
（
民
法
六
二
八
条
）。
つ
ま
り
、
民
法
は
有
期
契
約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
、
労
使
双
方
に
解
除
の
自
由
を
制
限
し
、
他
方
、
期
間
の

　
（
四
一
一
九
）
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定
め
を
し
な
い
場
合
は
、
解
除
の
自
由
を
大
幅
に
認
め
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
五
〇
年
以
降
の
労
働
判
例
に
お
い
て
、
期
間
の
定
め
の
な
い
雇
用
（
労
働
）
契
約
に
つ
い
て
も
、
使
用
者
が
労
働
者
を

解
雇
す
る
場
合
に
は
﹁
正
当
な
理
由
﹂
を
必
要
と
す
る
解
雇
権
濫
用
法
理
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
期
間
の
定
め
の
な
い
契
約
に
つ
い

て
解
除
権
を
広
く
認
め
た
民
法
の
前
提
は
判
例
法
に
よ
り
労
働
者
を
保
護
す
る
形
に
修
正
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
の

中
で
、
労
働
者
側
か
ら
す
れ
ば
特
に
有
期
契
約
に
よ
っ
て
雇
用
保
障
を
得
る
と
い
う
実
益
に
乏
し
い
面
が
あ
っ
た
。
ま
た
当
該
法
理
が
法
制

化
さ
れ
た
現
在
も
そ
の
状
況
に
変
わ
り
は
な
い（

52
）。

　

と
は
い
え
、
解
雇
の
﹁
正
当
な
理
由
﹂
と
﹁
や
む
を
得
な
い
事
由
﹂
に
は
や
は
り
違
い
が
あ
る（

53
）。

す
な
わ
ち
﹁
や
む
を
得
な
い
事
由
﹂
の

方
が
契
約
解
除
の
規
制
が
強
い
と
解
さ
れ
る（

54
）。

な
お
、
こ
う
し
た
有
期
契
約
の
期
間
に
つ
い
て
は
労
使
自
治
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
労
基
法
一
四
条
に
よ
っ
て
一
定
の
規
制
を
受
け
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
専
門
労
働
者
の
有
期
雇
用
に
つ
い
て
は
五
年
を
最
長
と
し
、

こ
れ
を
超
え
る
契
約
は
無
効
と
な
る
。
こ
の
規
制
は
労
働
者
側
の
退
職
あ
る
い
は
就
業
活
動
の
自
由
に
対
す
る
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
や
Ｊ
リ
ー
グ
の
よ
う
に
通
常
一
年
契
約
が
締
結
さ
れ
る
場
合
、
当
該
契
約
は
そ
の
期
間
の
満
了
を
も
っ
て
当
然
に
終

了
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
解
雇
で
も
契
約
解
除
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
両
当
事
者
の
合
意
に
基
づ
い
て
契
約
を
更
新
す
る
場
合
は
契
約

関
係
が
継
続
し
、
一
方
当
事
者
が
こ
れ
を
望
ま
な
い
場
合
に
は
契
約
関
係
が
終
了
す
る
。
こ
れ
が
雇
用
契
約
法
理
の
原
則
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
球
団
側
の
事
由
に
基
づ
く
契
約
解
除
が
一
年
契
約
の
期
間
中
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
期
間
途
中
の
解
除
に
該
当
す
る
。
こ
う

し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
年
俸
の
う
ち
未
払
い
と
な
っ
た
額
が
選
手
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
処
理
は
債
務
不
履

行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
点
、
複
数
年
契
約
は
、
そ
の
期
間
の
雇
用
保
障
を
得
る
と
い
う
意
味
で
選
手
側
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
、
逆
に
球
団
側
は
選
手
の

労
務
提
供
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
相
互
性
が
専
門
労
働
者
を
対
象
と
す
る
有
期
雇
用
の
特
徴
と
い
え
る（

55
）。

　
（
四
一
二
〇
）
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こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
選
手
契
約
を
見
た
場
合
、
球
団
は
一
方
で
選
手
に
一
年
間
の
雇
用
保
障
を
与
え
る
の
み
で
、
他
方
、
九

年
間
に
わ
た
る
就
業
を
事
実
上
、
確
保
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
相
互
性
を
欠
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
片
務
性
は
契
約
法
上
、

法
的
効
力
を
否
定
す
る
要
因
の
一
つ
に
な
り
え
る
。
加
え
て
、
独
占
禁
止
法
の
観
点
か
ら
は
、
球
団
間
の
合
意
に
よ
る
一
方
的
拘
束
と
し
て
、

そ
の
違
法
性
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
4
）
法
的
効
力
が
容
認
さ
れ
る
場
合
の
ポ
イ
ン
ト
と
そ
の
意
味

　

で
は
、
い
か
な
る
移
籍
制
限
に
対
し
て
法
的
効
力
を
容
認
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
対
等
な
交
渉
に
基
づ
い
て
選
手
の
真
正
な
る
合
意
を
得
た
制
限
は
、
そ
れ
が
労
使
以
外
の
第
三
者
に
競
争
制
限
的
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
限
り
、
も
は
や
独
占
禁
止
法
上
の
違
法
性
を
惹
起
さ
せ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る（

56
）。

加
え
て
、
そ
の
合
意
に
法
的
効
力
を
付
与
し
て
差

し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る（

57
）。

も
っ
と
も
、
元
労
働
者
に
よ
る
競
業
を
巡
る
ケ
ー
ス
で
は
職
業
選
択
の
自
由
に
対
す
る
制
限
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
た
と
え
当
該
労
働
者
の
合
意
が
あ
っ
て
も
な
お
、
制
限
の
合
理
性
が
司
法
審
査
の
対
象
に
な
る
と
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は
労

働
者
の
個
別
合
意
、
あ
る
い
は
就
業
規
則
に
基
づ
く
制
限
を
巡
る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
た
め
、
制
限
の
合
理
性
を
審
査
す
る
こ
と
で
労
使
間
の

交
渉
力
の
不
平
等
の
補
完
・
克
服
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る（

58
）。

つ
ま
り
、
対
等
な
交
渉
を
前
提
と
す
る
労
働
協

約
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
議
論
は
直
ち
に
は
該
当
し
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
質
的
対
等
な
交
渉
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
競
業
制

限
に
つ
い
て
は
、
労
使
自
治
の
原
則
に
立
ち
返
り
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
効
力
を
認
め
る
解
釈
が
妥
当
で
あ（

59
）る（
60
）。

　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
お
け
る
、
よ
り
実
際
的
な
問
題
は
、
必
ず
し
も
選
手
側
の
合
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
の
扱
い
で
あ
る
。
私
見
で
は
、

こ
う
し
た
制
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
制
限
の
目
的
の
正
当
性
、
選
手
に
も
た
ら
す
不
利
益
の
程
度
、
そ
し
て
労
使
交
渉
の
経
緯
等
を
総
合
的

に
斟
酌
、
考
慮
し
て
、
当
該
制
限
の
合
理
性
が
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
な
か
で
も
労
使
交
渉
の
経
緯
を
十
分
に
そ
の
判
断
に
反
映
さ
せ

　
（
四
一
二
一
）
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る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
5
）
制
限
の
合
理
性
と
労
使
関
係

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
に
プ
ロ
野
球
の
労
使
間
で
構
築
さ
れ
て
き
た
団
体
交
渉
関
係
あ
る
い
は
交
渉
の
経
緯
を
い
か
に
評
価
す
る
か
が
問
題
と

な
る
。
例
え
ば
、
仮
に
団
体
交
渉
が
十
分
に
機
能
し
、
両
者
の
誠
実
な
交
渉
に
お
い
て
選
手
の
移
籍
制
限
が
決
定
さ
れ
う
る
の
で
あ
れ
ば
、

も
は
や
裁
判
所
の
介
入
に
よ
る
救
済
の
意
義
は
減
退
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
司
法
介
入
の
可
能
性
自
体
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
議
論
も
生
じ

よ
う
。
こ
う
し
た
発
想
は
、
ア
メ
リ
カ
で
一
九
八
〇
年
代
か
ら
選
手
市
場
の
制
限
を
巡
っ
て
活
発
に
議
論
さ
れ
て
き
たN

on-statutory 

L
abor E

xem
ption

（
判
例
法
に
よ
る
労
働
市
場
へ
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
適
用
除
外
の
法
理
）
と
共
通
す
る
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
ア
メ
リ
カ

で
は
選
手
市
場
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
労
使
関
係
に
お
い
て
解
決
可
能
な
限
り
、
つ
ま
り
選
手
会
が
組
合
と
し
て
の
認
証
を
受
け
て
い
る
限

り
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
を
除
外
す
る
と
い
うN

on-statutory L
abor E

xem
ption

が
一
九
九
六
年
のB

row
n

最
高
裁
判
決
に
よ
っ
て

確
立
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
我
が
国
で
は
、
労
働
組
合
の
存
在
の
み
を
も
っ
て
選
手
市
場
の
制
限
に
対
す
る
独
占
禁
止
法
の
適
用
を
否
定
し
、
あ
る
い
は
私

法
上
の
効
力
を
直
ち
に
肯
定
す
る
と
い
う
解
釈
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
型
の
排
他
的
代
表
制
度
を
採
用
し
て
い

な
い
我
が
国
に
お
い
て
は
、
団
体
交
渉
関
係
の
有
無
が
明
確
で
な
く
、
組
合
の
存
否
の
み
を
団
交
関
係
に
連
動
さ
せ
て
論
じ
る
に
は
無
理
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
我
が
国
で
は
、
労
働
組
合
の
合
意
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
労
働
協
約
に
つ
い
て
も
特
定
労
働
者
の
利
益
を
著
し

く
害
す
る
場
合
に
は
、
な
お
、
労
働
協
約
の
効
力
を
一
部
否
定
す
る
と
い
う
処
理
が
定
着
し
て
い
る
点
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

61
）。

し
た
が
っ
て
、
労
働
組
合
の
存
在
と
い
う
形
式
で
は
な
く
、
団
交
経
緯
等
の
実
質
を
合
理
性
判
断
要
素
の
一
つ
と
す
る
と
い
う
処
理
が
妥
当

し
よ
う
。

　
（
四
一
二
二
）
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顧
み
て
、移
籍
制
限
は
賃
金
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
労
働
条
件
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

当
該
制
限
は
い
わ
ゆ
る
義
務
的
団
体
交
渉
事
項
に
該
当
し
、
団
体
交
渉
に
よ
る
解
決
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
団
体
交
渉
に

お
け
る
経
緯
は
制
限
の
合
理
性
判
断
に
あ
た
り
、
極
め
て
重
要
な
要
素
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
当
事
者
の
み
に
影
響
す
る
制
限
的
取
引
慣
行

は
、
そ
の
当
事
者
の
対
等
な
交
渉
に
よ
っ
て
内
容
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
が
適
切
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
対
等
交
渉
を
前
提
と
し

た
労
使
自
治
へ
の
司
法
介
入
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
選
手
会
が
労
働
組
合
と
し
て
進
歩
・
発
展
を
遂
げ
、
そ
の
地
位
を

強
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
独
占
禁
止
法
あ
る
い
は
契
約
法
理
上
の
制
限
の
違
法
性
（
不
合
理
性
）
を
主
張
し
う
る
立
場
を
失
う
と
い
う
、
い

か
に
も
逆
説
的
な
現
象
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る（

62
）。

（
6
）
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
制
限
の
効
力

　

で
は
移
籍
制
限
の
法
的
効
力
が
容
認
さ
れ
る
場
合
、
仮
に
選
手
が
そ
の
制
限
に
違
反
し
て
他
の
リ
ー
グ
に
移
籍
す
る
場
合
に
は
球
団
は
ど

の
よ
う
な
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
具
体
的
か
つ
現
実
的
救
済
と
し
て
は
損
害
賠
償
と
差
止
請
求
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
も
っ
と
も
差
止
め
に
つ
い
て
は
、
職
業
選
択
の
自
由
に
対
す
る
直
接
的
な
制
約
と
な
る
点
に
鑑
み
、﹁
競
業
行
為
に
よ
り
使
用
者

が
営
業
上
の
利
益
を
現
に
侵
害
さ
れ
、
又
は
侵
害
さ
れ
る
具
体
的
な
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
要
し
、
右
の
要
件
を
備
え
て
い
る
と
き
に
限
﹂

る
と
さ
れ
る（

63
）。

　

こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
契
約
違
反
に
よ
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
移
籍
に
対
し
て
消
極
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
日
本
に
お
け
る

差
止
め
に
該
当
）
を
積
極
的
に
認
め
る
向
き
が
あ
る（

64
）。

そ
の
根
拠
と
し
て
、
損
害
賠
償
額
の
算
定
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
金
銭
補
償
を

も
っ
て
も
代
替
選
手
の
獲
得
が
不
可
能
で
あ
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
処
理
は
必
ず
し
も
ス
タ
ー
選
手
に
限
定
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
く
、
各
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
選
手
全
般
が
対
象
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
選
手
の
能
力
が
い
か
に
ユ
ニ
ー

　
（
四
一
二
三
）
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ク
で
あ
り
、
代
替
性
の
低
い
も
の
で
あ
る
か
を
契
約
に
明
記
し
た
う
え
で
、
保
留
制
度
に
違
反
す
る
移
籍
に
つ
い
て
は
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
と
の
合
意
を
あ
ら
か
じ
め
労
使
で
交
わ
す
と
い
う
実
務
が
定
着
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

65
）。

　

今
後
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
特
殊
性
、
選
手
契
約
の
特
質
に
鑑
み
、
契
約
に
違
反
す
る
移
籍
に
つ
い
て
差
止
請
求
を

認
め
る
と
い
う
議
論
も
生
じ
て
こ
よ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
法
に
お
い
て
検
討
を
要
す
る
論
点
の
一
つ
で
あ
る
。

（
7
）
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
議
論

　

近
年
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
日
米
間
選
手
契
約
に
関
す
る
協
定
の
違
法
性
を
指
摘
す
る
見
解
が
見
受
け
ら
れ
る
。
当
該
議
論
は
、
仮
に
ア

メ
リ
カ
で
日
本
人
選
手
が
日
米
選
手
地
位
協
定
の
違
法
性
を
主
張
し
、
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が
生
じ
る

か
と
い
う
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
四
大
プ
ロ
リ
ー
グ
の
う
ち
、
Ｎ
Ｆ
Ｌ
、
Ｎ
Ｈ
Ｌ
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
三
リ
ー
グ
で
は
、
各
選
手
会
が
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
に
よ
っ
て
制
限

的
取
引
慣
行
を
廃
止
に
追
い
や
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
ま
さ
に
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
の
歴
史
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｍ
Ｌ

Ｂ
で
は
一
九
二
二
年
のF

ederal B
aseball

連
邦
最
高
裁
判
決
が
、
野
球
は
州
際
通
商（

66
）に

該
当
し
な
い
と
し
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
を
除

外
し
て
以
降
、
長
年
に
わ
た
っ
て
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
射
程
外
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
お
い
て
も
一
九
九
八
年
のC

urt F
lood A

ct

に
よ
り
、
よ
う
や
く
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
よ
る
救
済
を
選
手
が
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
一
九
二
二
年
以
来
、
約
七

〇
年
の
時
を
経
て
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
会
は
反
ト
ラ
ス
ト
法
上
、
他
の
三
大
リ
ー
グ
と
同
じ
地
位
を
得
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一

九
九
六
年
に
Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
ケ
ー
ス
で
下
さ
れ
たB

row
n

連
邦
最
高
裁
判
決
の
影
響
を
受
け
て
、C

urt F
lood A

ct

は
事
実
上
、
留
保
さ
れ
た
状

況
に
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
連
邦
最
高
裁
は
、
Ｎ
Ｆ
Ｌ
選
手
会
が
労
働
組
合
と
し
て
の
地
位
を
維
持
す
る
限
り
、
団
体
交
渉
に
よ
る
解
決
を

優
先
す
る
と
い
う
政
策
的
観
点
か
ら
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
よ
る
救
済
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
を
事
実
上
封
印
し
た
か

　
（
四
一
二
四
）
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ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、N

on-statutory L
abor E

xem
ption 

（
判
例
法
に
よ
る
労
働
市
場
へ
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
適
用
除
外
の
法

理
）
と
呼
ば
れ
、
選
手
市
場
の
制
限
へ
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
介
入
を
否
定
す
る
理
論
と
し
て
確
立
す
る
に
至
っ
て
い
る（

67
）。

　

で
は
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
に
つ
い
て
は
如
何
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
は
団
体
交
渉
関
係
に
あ
る
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選

手
会
と
リ
ー
グ
・
球
団
の
当
事
者
以
外
の
第
三
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
に
反
競
争
的
効
果
が
及
ぶ
た
め
、N

on-statutory L
abor 

E
xem

ption 

（
判
例
法
に
よ
る
労
働
市
場
へ
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
適
用
除
外
の
法
理
）
の
対
象
に
該
当
し
な
い
と
い
う
理
解
も
あ
り
え
よ
う
。

し
か
し
、
Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
ド
ラ
フ
ト
制
度
を
巡
っ
て
争
わ
れ
た
年
のC

larett

事
件
（
二
〇
〇
四
年
）
に
お
い
て
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
い
ま

だ
労
使
交
渉
の
当
事
者
に
な
り
得
な
い
大
学
生
選
手
の
訴
え
をN

on-statutory L
abor E

xem
ption

に
よ
っ
て
退
け
て
い
る（

68
）。

つ
ま
り
、

制
限
的
取
引
慣
行
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
る
者
が
潜
在
的
な
選
手
会
メ
ン
バ
ー
と
い
え
る
場
合
に
は
、
選
手
会
が
そ
の
者
の
利
益
を
代
表
し

て
、
制
限
の
内
容
を
交
渉
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
へ
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
介
在
を
否
定
す
る
と
い
う
趣
旨
の
判
断
を
下
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
に
つ
い
て
も
潜
在
的
な
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
と
い
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
へ
の
不
利
益
に
対
す
る
救
済
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
に
もC

larett

判
決
と
同
様
の
結
論
が
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
、
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
制
度
は
、
労
働
協
約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
ド
ラ
フ
ト
制
度
と
は
異
な
り
、
日
本
の
プ
ロ
野
球
選
手
会
も
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
会
も
ま
っ
た
く

そ
の
決
定
過
程
に
関
与
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
はB

row
n

事
件
連
邦
最
高
裁
判
決
等
の
先
例
か
ら
具
体
的
指
針
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
今
後
の
議
論
、
判
例
の
展
開
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

69
）。

　

他
方
、
労
働
法
上
の
手
続
き
に
つ
い
て
も
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
米
間
選
手
契
約
に
関
す
る
協
定
は
Ｎ
Ｐ
Ｂ
と
Ｍ
Ｌ
Ｂ
間
で
締
結

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
会
は
一
切
関
与
し
て
い
な
い
。
本
来
、
日
米
選
手
契
約
に
関
す
る
協
定
は
Ｍ
Ｌ
Ｂ
と
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選

手
間
に
お
い
て
義
務
的
団
交
事
項
と
言
い
う
る
の
か
否
か
が
労
働
法
上
の
救
済
を
求
め
る
際
に
、
も
っ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
こ

の
点
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｂ
へ
移
籍
す
る
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
に
つ
い
て
は
義
務
的
団
交
事
項
に
該
当
す
る
と
し
て
も
、
逆
に
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
移
籍
し
て

　
（
四
一
二
五
）
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く
る
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
の
労
働
条
件
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
労
使
間
の
義
務
的
団
交
事
項
に
該
当
す
る
か
と
い
う
複
雑
な
議
論
を
伴
う
こ
と
に
な
る（

70
）。

　

も
っ
と
も
同
協
定
が
義
務
的
団
交
事
項
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
場
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
は
労
働
条
件
に
か
か
わ
る
義
務
的
団
交
事
項
に
つ
い

て
の
一
方
的
変
更
に
当
た
る
と
し
て
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ａ
に
基
づ
く
不
当
労
働
行
為
の
申
立
て
が
可
能
と
な
ろ
う
。
当
該
協
定
は
労
働
組
合
の
正
式
な

関
与
な
く
交
渉
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
団
交
拒
否
と
し
て
不
当
労
働
行
為
が
成
立
し
う
る
。
ま
た
、
手
続
き
の
簡
易
性
お
よ
び
迅
速
性

の
観
点
か
ら
、
苦
情
処
理
手
続
き
に
よ
っ
て
、
現
行
Ｃ
Ｂ
Ａ
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
一
方
的
変
更
に
該
当
す
る
と
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
最

も
効
率
的
か
つ
現
実
的
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る（

71
）。

　

た
だ
し
、
現
実
的
に
は
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
会
が
国
外
か
ら
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
の
自
由
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ

と
は
Ｍ
Ｌ
Ｂ
現
役
選
手
の
利
益
確
保
を
主
眼
と
す
る
選
手
会
に
と
っ
て
む
し
ろ
当
然
の
反
応
と
も
い
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

入
札
金
と
い
う
形
で
い
わ
ば
Ｍ
Ｌ
Ｂ
内
の
資
金
が
日
本
球
団
に
流
れ
出
る
と
い
う
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
そ
の
見
直
し
を
求
め
る
動
機
を
持

つ
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
ろ
う
。

7　

ま
と
め

（
1
）
国
内
移
籍
と
国
外
移
籍
の
合
理
性
判
断
は
異
な
る

　

本
稿
で
は
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
を
中
心
に
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
に
よ
る
海
外
移
籍
と
そ
の
制
限
の
法
的
効
力
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
こ

れ
に
よ
り
一
応
の
結
論
を
得
た
よ
う
に
思
え
る
。

　

す
な
わ
ち
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
内
の
移
籍
制
限
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
特
有
か
つ
不
可
欠
と
さ
れ
る
戦
力
均
衡
維
持
を
中
心
と
す
る

目
的
が
正
当
化
さ
れ
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
制
限
そ
れ
自
体
に
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
も
っ
と
も
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
の

　
（
四
一
二
六
）
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は
、
事
業
上
の
目
的
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
必
要
か
つ
最
小
限
度
の
制
限
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
質
的
対
等
関
係
の
現
実
を
建
前
と
す

る
団
体
交
渉
に
お
い
て
制
限
の
内
容
が
決
定
さ
れ
う
る
場
合
に
は
、
労
使
自
治
尊
重
の
要
請
に
基
づ
き
、
当
該
交
渉
経
緯
を
最
大
限
、
考
慮

に
入
れ
て
合
理
性
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
合
理
性
判
断
は
制
限
自
体
の
合
理
性
か
ら
制
限
導
入
過
程
の
合
理
性
へ

と
比
重
を
移
す
べ
き
で
あ
る（

72
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
国
外
の
移
籍
制
限
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
移
籍
制
限
と
は
異
な
り
、
移
籍
制
限
そ
れ
自
体
を
正
当
化
し
、
法
的
効
力
を

与
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い（

73
）。

球
団
は
有
効
な
複
数
年
契
約
の
拘
束
力
を
も
っ
て
安
定
的
な
選
手
の
役
務
提
供
を
期

待
す
る
ほ
か
は
な
い
。
こ
れ
が
原
則
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
質
的
に
対
等
な
交
渉
に
お
い
て
選
手
の
合
意
を
得
た
場
合
に
は
契
約
満
了
後
の

就
業
制
限
に
つ
い
て
も
、
そ
の
法
的
効
力
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
制
度
上
、
実
質
的
対
等
な
交
渉
が
担
保
さ
れ
る
団
体

交
渉
を
経
て
、
労
働
協
約
と
し
て
導
入
さ
れ
る
移
籍
制
限
に
つ
い
て
は
、
お
し
な
べ
て
そ
の
法
的
効
力
を
容
認
す
る
と
い
う
画
一
的
処
理
も

妥
当
性
を
有
す
る
。
も
っ
と
も
、
選
手
会
の
意
思
決
定
手
続
き
の
不
備
等
、
協
約
締
結
の
プ
ロ
セ
ス
に
欠
陥
が
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
制
限

の
内
容
が
特
定
選
手
の
利
益
を
大
き
く
害
す
る
な
ど
、
選
手
間
の
公
平
性
を
著
し
く
欠
く
場
合
に
は
、
な
お
制
限
の
効
力
を
否
定
す
べ
き
で

あ
る（

74
）。

こ
う
し
た
処
理
は
こ
れ
ま
で
の
労
使
関
係
法
に
お
け
る
法
的
処
理
に
合
致
し
、
ま
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
特
質
を
考
慮
し
て
も
な

お
、
妥
当
な
法
解
釈
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）
望
ま
し
い
制
限
の
模
索

①　

海
外
移
籍
と
選
手
間
の
利
益
相
反

　

プ
ロ
野
球
選
手
会
に
労
使
間
の
不
均
衡
を
修
正
す
る
役
割
を
十
分
に
期
待
で
き
る
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、
団
体
交
渉
に
お
け
る
選
手
会
の
合

意
を
各
選
手
個
人
の
真
の
同
意
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
を
前
提
と
し
た
場
合
、
選
手
間
で
利
害
の
対
立
が
生

　
（
四
一
二
七
）



ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
の
法
的
検
証

�

一
一
一
〇

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
七
号

じ
る
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
外
移
籍
制
限
の
在
り
方
は
、
選
手
間
の
利
益
相
反
を
生
む
。
仮
に
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
無
償
の
移

籍
が
一
般
化
す
れ
ば
、
財
の
流
出
を
懸
念
す
る
日
本
球
団
の
選
手
に
対
す
る
初
期
投
資
が
減
退
す
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
生
じ
さ
せ
る
。
こ

の
場
合
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
を
望
む
一
部
の
選
手
の
利
益
が
Ｎ
Ｐ
Ｂ
内
で
プ
レ
ー
す
る
多
数
の
選
手
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

意
味
で
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
を
は
じ
め
海
外
移
籍
に
対
す
る
一
定
の
制
限
は
、
案
に
相
違
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
一
般
の
利
益
に
叶
う
面
が
あ

る
。
加
え
て
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
制
限
の
強
化
は
、
傑
出
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
対
す
る
交
渉
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
一
方
で
、

制
限
の
緩
和
は
そ
う
し
た
選
手
の
市
場
価
値
を
低
減
さ
せ
る
と
い
う
相
関
が
あ
る
。
こ
う
し
た
経
済
学
的
分
析
も
十
分
考
慮
し
て
今
後
の
制

限
の
在
り
方
を
模
索
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

②　

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
入
札
金
の
配
分

　

Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
発
展
の
観
点
に
加
え
、
選
手
会
の
合
意
を
得
や
す
く
す
る
た
め
に
は
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
入
札
金
の
使
途
、
あ
る
い
は
配
分
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
。
入
札
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
同
制
度
の
存
亡
に
大
き
く
影
響
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
時
点

で
は
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
得
た
金
額
を
球
団
が
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
か
に
つ
い
て
の
明
確
な
ル
ー
ル
は
な
い
。
そ
の
入
札
金
の
使
途
は
、

移
籍
す
る
選
手
自
身
、
あ
る
い
は
同
僚
の
感
情
面
に
大
き
く
影
響
す
る
。
も
し
、
入
札
金
が
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
の
労
働
条
件
の
全
般
的
な
向
上
あ

る
い
は
球
界
の
発
展
に
寄
与
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
移
籍
す
る
選
手
に
と
っ
て
も
古
巣
に
対
し
て
義
理
を
果
た
す
形
に
な
る
と
い
え
る
。
こ
う

し
た
義
理
人
情
を
考
慮
し
た
仕
組
み
は
、
日
本
と
い
う
土
壌
に
お
い
て
は
か
え
っ
て
歓
迎
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
入

札
金
の
行
方
は
今
後
の
労
使
交
渉
に
お
い
て
、
選
手
側
の
同
意
を
得
る
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
四
一
二
八
）
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③　

下
限
付
き
サ
ラ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
プ
制
度
の
検
討

　

さ
て
、
こ
の
度
、
国
内
移
籍
制
度
の
緩
和
が
実
現
し
た
が
、
そ
れ
に
続
き
、
今
後
も
国
外
移
籍
等
を
含
め
、
重
要
な
球
界
改
革
が
実
施
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
進
む
べ
き
方
向
を
探
る
う
え
で
、
下
限
付
き
サ
ラ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
プ
制
度
が
労
使
双
方
に
と
っ
て
大
い
に

有
用
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
下
限
付
き
サ
ラ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
プ
と
は
、
リ
ー
グ
の
総
収
益
の
内
、
一
定
割
合
（
た
と
え
ば
五
〇

％
）
を
選
手
の
給
与
に
当
て
る
と
い
う
上
限
と
同
時
に
、
下
限
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
労
使
交
渉
で
は
、
そ
の
リ
ー
グ
の
総
収
益
配
分

の
割
合
に
つ
い
て
の
交
渉
が
主
に
な
る
。
こ
の
制
度
で
は
リ
ー
グ
の
総
収
益
の
増
減
が
選
手
人
件
費
の
総
額
に
直
接
影
響
す
る
た
め
選
手
側

が
球
団
側
と
と
も
に
事
業
運
営
の
成
功
に
向
け
て
、
合
理
的
努
力
を
す
る
動
機
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

　

加
え
て
、
こ
の
サ
ラ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
プ
制
度
の
も
と
で
は
、
海
外
移
籍
に
対
す
る
制
限
に
つ
い
て
も
、
い
か
な
る
制
度
が
リ
ー
グ
の
利
益

に
適
い
、
他
方
で
選
手
側
の
利
益
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
視
点
で
、
労
使
双
方
の
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
得
た
最
適
の
制
度

が
案
出
さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
制
度
改
革
に
お
い
て
リ
ー
グ
収
益
の
最
大
化
を
目
指
し
つ
つ
、
そ
の
成
果
に
応
じ
て
利
益
の
還
元
を
受
け
る
と

い
う
パ
ー
ト
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
も
似
た
労
使
関
係
は
、
今
後
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
発
展
に
極
め
て
有
用
な
要
素
と
な
る
。

　

た
だ
、
選
手
側
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
点
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
部
の
傑
出
し
た
選
手
の
利
益
が
時
に
一
般
的
な
選
手
の
利
益
と
の
相

反
を
生
み
、
選
手
会
内
部
に
対
立
を
生
み
だ
す
土
壌
を
内
包
す
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
サ
ラ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
プ
制
度
は
、
利
益
相
反
の
構

図
を
従
来
の
労
使
間
か
ら
、
選
手
間
に
移
行
さ
せ
る
構
造
を
併
せ
も
っ
て
い
る（

75
）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
戦
略
の
突
き
上
げ
に
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｂ
が
制
度
改
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
今
日
、
球
界
の
利

害
関
係
を
明
確
に
し
た
上
で
、
労
使
の
立
場
を
互
い
に
把
握
、
理
解
し
、
日
本
球
界
発
展
の
基
盤
を
固
め
る
作
業
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
う

し
た
環
境
を
機
能
的
に
創
出
す
る
サ
ラ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
プ
制
度
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
お
い
て
良
好
か
つ
機
能
的
な
労
使
関
係
構
築
へ
の
可
能
性

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
（
四
一
二
九
）
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（
3
）
Ｍ
Ｌ
Ｂ
と
の
交
渉

　

先
に
触
れ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
よ
り
国
内
制
度
に
お
い
て
は
Ｆ
Ａ
資
格
制
限
が
従
来
の
九
年
か
ら
高
校
生
は
八
年
、
そ
の
他
の
選
手
は
七

年
に
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
方
、
海
外
移
籍
の
Ｆ
Ａ
資
格
に
つ
い
て
は
九
年
が
維
持
さ
れ
、
九
年
以
内
の
移
籍
に
つ
い
て
は
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
制
度
に
よ
る
と
い
う
従
来
の
制
限
が
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。
今
回
の
結
論
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
の
法
的
な
説
明

を
困
難
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
入
札
金
は
球
団
が
選
手
の
保
留
権
を
放
棄
す
る
こ
と
に
対
す
る
代
償
と
し
て
支
払
わ
れ
る
と

い
う
理
解
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
側
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
国
内
移
籍
と
国
外
移
籍
に
つ
い
て
規
制
の
基
準
が
異
な
り
、
し
か
も
国
外
移
籍
の
方
が
制
限

的
で
あ
る
と
い
う
仕
組
み
は
戦
力
均
衡
維
持
を
制
限
の
正
当
理
由
と
み
る
法
的
合
理
性
の
観
点
か
ら
は
、
矛
盾
が
生
ず
る
。
前
述
の
通
り
、

日
本
法
に
お
い
て
は
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
会
の
合
意
を
得
る
こ
と
で
、
海
外
移
籍
制
限
の
法
的
効
力
が
正
当
化
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
Ｍ

Ｌ
Ｂ
側
か
ら
す
れ
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
労
使
が
国
際
選
手
市
場
を
制
御
す
る
た
め
に
共
謀
し
て
い
る
と
の
疑
念
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。
現

実
的
に
、
現
行
の
制
限
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
の
供
給
量
を
減
退
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
各
選
手
の
市
場
価
値
を
高
め
て
い
る
。
加
え
て
、

日
本
国
内
で
保
留
権
の
拘
束
か
ら
解
か
れ
る
選
手
に
対
し
て
、
な
お
入
札
金
が
必
要
と
す
る
論
理
を
契
約
法
か
ら
導
く
こ
と
も
困
難
に
な

る
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
今
回
の
国
内
移
籍
制
限
の
緩
和
が
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
の
見
直
し
議
論
を
ア
メ
リ
カ
で
再
燃
さ
せ
る
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る（

76
）。も

っ
と
も
現
時
点
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
継
続
的
か
つ
安
定
的
な
発
展
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
利
益
に
も
叶
う
と
も
い
え
、

そ
の
意
味
で
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
側
が
Ｎ
Ｐ
Ｂ
側
の
要
求
に
対
し
て
、
法
律
論
を
超
え
て
、
賛
同
す
る
可
能
性
は
十
二
分
に
あ
る
と
い
え
よ
う（

77
）。

　

海
外
移
籍
を
巡
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
害
は
意
外
に
も
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
そ
の
利
害
対
立
は
Ｎ
Ｐ
Ｂ
と
Ｍ
Ｌ
Ｂ
、
そ
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
労
使
間
は
も
と
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
選
手
間
、
そ
し
て
日
米
の
選
手
会
の
間
に
も
生
じ
る
の
で
あ
る
。
日
本
プ
ロ
野
球
を
文
化
的
公

共
財
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。
Ｎ
Ｐ
Ｂ
労
使
双
方
に
二
〇
年
、
そ
し
て
五
〇
年
先
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン

　
（
四
一
三
〇
）
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が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
1
）　

二
〇
〇
八
年
度
のF

orbes.com
, T

h
e B

u
sin

ess of B
a

seba
ll

に
よ
る
と
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン
キ
ー
ス
お
よ
び
ボ
ス
ト
ン
・
レ

ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
の
み
の
収
支
が
赤
字
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
人
件
費
の
総
額
制
限
を
超
え
て
支
払
っ
た
総
額
に
対
す
る
課
徴
金
が
影
響
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
実
質
的
な
赤
字
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
二
〇
〇
八
年
度
で
は
、
カ
ナ
ダ
に
在
籍
す
る
ト
ロ
ン
ト
・
ブ
ル
ー
ジ
ェ
イ
ズ
の
み
が
実
質
的
な
赤
字
計
上

と
な
っ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
七
年
度
は
ブ
ル
ー
ジ
ェ
イ
ズ
を
含
む
す
べ
て
の
球
団
が
黒
字
と
な
っ
て
い
る
（http://w

w
w

.forbes.com
/lists/2007/33/07M

L
B

_T
he-

B
usiness-O

f-B
aseball_R

ank.htm
l

）。

（
2
）　

球
団
合
併
の
一
年
間
の
凍
結
お
よ
び
来
季
の
新
規
球
団
参
入
に
つ
い
て
、
労
使
で
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
二
〇
〇
四
年
九
月
一
八
日
（
土
）
と
一
九
日
（
日
）
の

二
日
間
に
渡
っ
て
選
手
会
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
が
実
施
さ
れ
た
。
な
お
、
当
該
ス
ト
ラ
イ
キ
を
巡
る
労
働
法
上
の
論
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
﹁
プ
ロ
野
球
界
の
望
ま
し

い
労
使
関
係
構
築
に
向
け
て
﹂
季
刊
労
働
法
二
〇
七
号
一
一
七
頁
（
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

（
3
）　
﹁
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
完
全
解
明
﹂
週
刊
東
洋
経
済
六
一
二
二
号
五
〇
頁
（
二
〇
〇
八
年
）。

（
4
）　

古
内
義
明
﹃
松
坂
大
輔
に
一
二
〇
億
円
の
価
値
は
あ
っ
た
の
か
﹄（
成
美
堂
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
参
照
。

（
5
）　

http://sports.espn.go.com
/espn/eticket/story?page=

darvish 

参
照
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
に
Ｍ
Ｌ
Ｂ
シ
カ
ゴ
・
カ
ブ
ス
に
移
籍
し
た
福
留
選
手
の
年
俸
は
二

〇
〇
一
年
に
シ
ア
ト
ル
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
の2.5

倍
に
ま
で
高
騰
し
た
（﹁
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
完
全
解
明
﹂
週
刊
東
洋
経
済
六
一
二
二
号
五
七
頁
（
二

〇
〇
八
年
））。

（
6
）　

現
在
ボ
ス
ト
ン
・
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
で
年
俸
七
億
円
を
得
て
い
る
松
坂
選
手
が
Ｎ
Ｐ
Ｂ
時
代
に
西
武
か
ら
受
け
た
年
俸
は
三
億
三
〇
〇
〇
万
円
。

（
7
）　

野
球
協
約
六
八
条
。

（
8
）　

統
一
選
手
契
約
書
三
一
条
は
﹁
球
団
が
選
手
と
次
年
度
の
選
手
契
約
の
締
結
を
希
望
す
る
と
き
は
、
本
契
約
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
1
）
球
団
は
、
日
本

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
野
球
協
約
に
規
定
す
る
手
続
き
に
よ
り
、
球
団
が
契
約
更
新
の
権
利
を
放
棄
す
る
意
志
を
表
示
し
な
い
限
り
、
明
後
年
一
月
九
日
ま
で
本
契

約
を
更
新
す
る
権
利
を
保
留
す
る
﹂
と
規
定
し
て
い
る
。

（
9
）　

た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
、
選
手
側
か
ら
選
手
契
約
の
解
除
（
解
約
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
①
球
団
に
よ
る
報
酬
支
払
い
条
項
違
反
が
あ
っ

た
場
合
（
野
球
協
約
五
四
条
）、
②
契
約
保
留
選
手
が
、
参
稼
報
酬
減
額
制
限
額
以
上
減
額
し
た
参
稼
報
酬
を
契
約
条
件
と
し
て
選
手
契
約
の
更
新
を
申
し
入
れ
た
の

に
対
し
て
、
球
団
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
場
合
（
同
七
〇
条
）。

　
（
四
一
三
一
）
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（
10
）　

野
球
協
約
六
六
条
お
よ
び
六
八
条
。

（
11
）　

野
球
協
約
一
九
六
条
。

（
12
）　

以
下
に
つ
い
て
は
、
野
球
協
約
二
〇
二
条
（
選
手
契
約
の
条
件
）、
二
〇
四
条
（
金
銭
調
停
の
不
請
求
）、
二
〇
五
条
（
球
団
の
補
償
）。

（
13
）　

反
復
の
Ｆ
Ａ
の
場
合
に
は
、
前
年
度
年
俸
の
四
〇
％
に
加
え
人
的
補
償
、
あ
る
い
は
同
年
俸
の
六
〇
％
の
移
籍
補
償
が
必
要
と
な
る
。
ち
な
み
に
二
〇
〇
三
年
ま
で
、

初
回
の
移
籍
に
つ
い
て
は
前
年
度
年
俸
の
一
五
〇
％
、
反
復
場
合
は
五
〇
％
の
移
籍
補
償
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

（
14
）　

Ｆ
Ａ
移
籍
し
た
選
手
の
新
所
属
球
団
が
旧
所
属
球
団
に
支
払
う
補
償
金
も
、
選
手
の
旧
所
属
球
団
の
年
俸
順
位
に
よ
っ
て
減
額
ま
た
は
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
⑴
年
俸
一
位
か
ら
三
位
は
旧
年
俸
の
八
〇
％
（
人
的
補
償
あ
り
は
同
五
〇
％
）、
⑵
同
四
位
か
ら
一
〇
位
は
同
六
〇
％
（
同

四
〇
％
）、
⑶
同
一
一
位
以
下
は
補
償
金
、
人
的
補
償
と
も
な
し
。

（
15
）　

Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
の
道
を
開
拓
し
た
の
は
野
茂
選
手
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
三
〇
年
前
の
一
九
六
四
年
に
、
南
海
の
投
手
、
村

上
雅
則
選
手
が
日
本
人
と
し
て
初
め
て
Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
プ
レ
ー
し
た
経
緯
が
あ
る
。
村
上
選
手
は
野
球
留
学
の
形
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
傘
下
の
マ

イ
ナ
ー
リ
ー
グ
で
プ
レ
ー
を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
メ
ジ
ャ
ー
に
昇
格
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
一
軍
で
活
躍
し
、
保
有
権
を
巡
る
紛
争
に

発
展
し
た
。
こ
の
件
に
お
い
て
も
保
留
制
度
お
よ
び
契
約
論
を
巡
り
き
わ
め
て
興
味
深
い
論
点
を
包
含
し
て
い
る
が
、
今
回
は
紙
幅
の
関
係
で
割
愛
す
る
こ
と
に
し
、

別
稿
で
検
討
対
象
と
し
た
い
。

（
16
）　

日
米
間
選
手
契
約
に
関
す
る
協
定
は
一
九
六
七
年
一
〇
月
四
日
調
印
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
六
二
年
一
〇
月
に
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
、
フ
ォ
ー
ド
・

グ
リ
ッ
ク
氏
と
日
本
側
、
内
村
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
が
会
合
し
、
相
互
に
相
手
国
の
選
手
保
有
権
を
侵
さ
な
い
こ
と
を
約
し
、
そ
の
会
談
の
内
容
は
一
九
六
二
年
一
一

月
一
六
日
に
実
行
委
員
会
に
付
議
さ
れ
、
こ
れ
が
野
球
協
約
上
の
規
定
と
さ
れ
た
。

（
17
）　

当
該
規
定
は
ア
メ
リ
カ
球
団
に
つ
い
て
書
か
れ
、
同
様
の
規
定
が
立
場
を
変
え
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
18
）　

野
球
協
約
七
八
条
。

（
19
）　

C
B

A1990

―1993 A
R

T
IC

L
E

 X
X

 A
, A

ttachm
ent 14, Standerd P

layer C
ontract 7 

（b
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（
20
）　

Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
現
役
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
選
手
で
日
本
に
移
籍
し
た
選
手
も
多
数
存
在
す
る
。
そ
の
代
表
的
な
選
手
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
エ
ク
ス
ポ
ズ
か
ら

Ｆ
Ａ
権
の
行
使
に
よ
っ
て
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
移
籍
し
た
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
ク
ロ
マ
テ
ィ
選
手
と
ア
リ
ゾ
ナ
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
バ
ッ
ク
ス
か
ら
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
に

移
籍
し
た
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ブ
レ
ラ
選
手
で
あ
る
。
ち
な
み
に
カ
ブ
レ
ラ
選
手
が
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
バ
ッ
ク
ス
に
在
籍
し
た
期
間
は
一
年
で
あ
っ
た
。

　
（
四
一
三
二
）
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（
21
）　

一
九
九
六
年
のB

row
n

事
件
連
邦
最
高
裁
判
決
（B

row
n

. v. P
ro F

ootba
ll In

c. S18 U
.S. 231

（1996

））
に
よ
っ
て
、
義
務
的
団
交
事
項
に
つ
い
て
は
、
も

っ
ぱ
ら
労
使
間
で
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
は
除
外
さ
れ
る
と
い
う N

on-statutory L
abor E

xem
ption

（
判
例
法
に
よ
る
労
働
市
場
へ
の
反

ト
ラ
ス
ト
法
適
用
除
外
の
法
理
）
が
確
立
さ
れ
た
。
同
法
理
の
生
成
経
緯
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
著
﹃
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
法
位
地
位
﹄（
成
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
）

七
一
頁
以
下
参
照
。

（
22
）　

M
arvin M

iller, A
 W

h
ole D

ifferen
t B

a
ll G

a
m

e: T
h

e S
p

ort a
n

d
 B

u
sin

ess of B
a

seba
ll, B

irch L
ane P

ress, 1991, at 266

―267.

（
23
）　

裁
判
所
、
仲
裁
人
な
ど
の
介
入
や
団
体
交
渉
さ
え
経
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
巨
人
主
導
で
Ｆ
Ａ
が
導
入
さ
れ
た
と
い
う
日
本
の
経
緯
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

は
理
解
困
難
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（W

illiam
 B

. G
ould IV, G

loba
liza

tion
 in

 C
ollective B

a
rga

in
in

g, B
a

seba
ll, a

n
d

 M
a

tsu
za

ka
: L

a
bor a

n
d

 

A
n

titru
st L

a
w

 on
 th

e D
ia

m
on

d
, 28 C

om
p. L

abor L
aw

 P
olicy Journal 283, 292 

（2007

））。

（
24
）　

R
obert W

hiting, T
h

e M
ea

n
in

g of Ich
iro, W

arner B
ooks, 2004, at 143

―145.

（
25
）　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
て
野
茂
選
手
は
前
例
の
な
い
形
で
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
を
遂
げ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
理
論
的
に
は
別
の
形
で
の
移
籍
も
可
能
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
Ｆ
Ａ
取
得
で
あ
る
。
た
だ
、
当
時
一
〇
シ
ー
ズ
ン
の
稼
働
が
要
件
と
な
っ
て
お
り
、
Ｆ
Ａ
で
Ｍ
Ｌ
Ｂ
移
籍
を
す
る
た
め
に
は
当
時
の
野
茂
選
手
は
少
な
く
と
も
、

あ
と
五
シ
ー
ズ
ン
の
プ
レ
ー
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
野
茂
選
手
に
と
っ
て
現
実
的
な
選
択
肢
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
元
オ
リ
ッ
ク
ス
の
長
谷
川

滋
利
選
手
の
よ
う
に
球
団
と
の
協
議
、
合
意
の
上
、
何
ら
か
の
金
銭
的
条
件
の
も
と
で
Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
移
籍
す
る
と
い
う
道
も
理
論
的
に
は
あ
り
え
た
。

（
26
）　

Jesse C
rew

, In
 Ira

bu
’s F

ootstep
s: B

a
seba

ll’s P
ostin

g S
ystem

 a
n

d
 th

e N
on

-S
ta

tu
tory A

n
titru

st E
x

em
p

tion
, 7 V

a. Sports &
 E

nt. L
. J. 127 

（2007

））.

（
27
）　

M
urray C

hass, P
a

d
res S

trike D
ea

l w
ith

 Tea
m

 in
 Ja

p
a

n
, N

.Y. T
im

es, Jan. 16, 1997, at B13.

（
28
）　

See M
urray C

hass, Ira
bu

 of Ja
p

a
n

 In
ch

in
g N

ea
rer To th

e Ya
n

kees, N
.Y. T

im
es, M

ar. 13, 1997, at B13.

（
29
）　

R
obert W

hiting at 144.

（
30
）　

二
〇
〇
六
年
に
は
一
億
三
六
〇
〇
万
ド
ル
の
大
型
契
約
を
シ
カ
ゴ
・
カ
ブ
ス
と
の
間
に
締
結
し
て
い
る
（http://chicago.cubs.M

L
B

.com
/new

s/article.jsp?ym
d 

=20061120&
content_id=1743683&

vkey=
new

s_chc&
fext=

.jsp&
c_id=

chc
）。

（
31
）　

広
島
カ
ー
プ
は
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
団
野
村
氏
に
対
し
て
一
一
〇
万
ド
ル
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
訴
訟
を
提
起
し
、
そ
の
後
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
和
解
に
至

っ
て
い
る
。
主
な
和
解
内
容
は
、
団
野
村
氏
は
球
団
へ
謝
罪
す
る
、
球
団
は
賠
償
金
を
請
求
し
な
い
と
い
う
も
の
。

（
32
）　

W
illiam

 G
ould at 298.

　
（
四
一
三
三
）
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（
33
）　

E
lliott Z

. Stein, C
om

in
g to A

m
erica

: P
rotectin

g Ja
p

a
n

ese B
a

seba
ll P

la
yers W

h
o W

a
n

t to P
la

y in
 T

h
e M

a
jor L

ea
gu

es, 13 C
ardozo J. 

Int ’l &
 C

om
p. L

. 261, 272 

（2005

）.
（
34
）　

一
九
九
八
年
に
導
入
さ
れ
た
こ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
を
果
た
し
、
他
方
、
オ
リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ル
ー

ウ
ェ
ー
ブ
が
入
札
金
を
得
た
こ
と
か
ら
、
日
本
側
か
ら
の
要
請
で
導
入
さ
れ
た
と
の
誤
解
も
生
じ
た
。

（
35
）　

こ
の
よ
う
に
日
本
球
団
が
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
撤
回
し
た
場
合
あ
る
い
は
三
〇
日
間
の
独
占
交
渉
期
間
に
お
い
て
落
札
球
団
と
の
契
約
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
翌
年
一
一
月
一
日
ま
で
当
該
選
手
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
移
籍
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。

（
36
）　

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
が
導
入
さ
れ
た
後
の
二
〇
〇
一
年
に
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ブ
レ
ラ
選
手
は
ア
リ
ゾ
ナ
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
バ
ッ
ク
ス
と
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
の

合
意
に
基
づ
き
金
銭
ト
レ
ー
ド
の
形
で
来
日
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

（
37
）　

団
野
村
﹁
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
最
良
の
選
択
な
の
か
﹂　

日
経
ビ
ジ
ネ
ス N

B
 online 

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
三
日
参
照
。http://business.nikkeibp.co.jp/article/

life/20061011/111487/ 

よ
り
入
手
可
。

（
38
）　

See, L
arry W

hiteside, S
ox

 H
op

in
g to G

et a
 R

ise O
u

t of C
h

eco a
n

d
 M

a
ch

a
, B

oston G
lobe, D

ec. 5, 1996, at E6; Jim
 A

llen, B
rea

kin
g th

e 

L
a

w
, T

he D
aily Yom

iuri, Jan. 6, 2000, at 24.

（
39
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
入
札
金
もC

om
petitive B

alance T
ax

の
対
象
に
す
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
現
実
的
に
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
日
本
球
団
へ
流
れ
る
費
用
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
の
人
件
費
に
直
接
、
割
り
込
む
こ
と
に
な
り
、
選
手
会
の
合
意
を
到
底
、
得
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
る
（W

illiam
 

B
. G

ould at 293

）。

（
40
）　
﹁
日
米
間
選
手
契
約
に
関
す
る
協
定
（
一
九
九
八
年
調
印
）﹂
一
三
条
。

（
41
）　

ち
な
み
に
、
日
米
間
選
手
契
約
に
関
す
る
協
定
一
五
条
に
は
﹁
こ
の
協
定
の
内
容
は
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
日
米
両
国
の
法
的
規
制
を
受
け
る
﹂
と
の
規
定
が
あ
る
。

（
42
）　

W
illiam

 B
. G

ould at 297

―298.

（
43
）　

坂
本
重
雄
﹁
プ
ロ
野
球
の
選
手
契
約
―
労
働
法
学
の
立
場
か
ら
﹂
ジ
ュ
リ
一
〇
三
二
号
二
三
頁
（
一
九
九
三
年
）。

（
44
）　

独
占
禁
止
法
に
お
け
る
違
法
性
阻
却
事
由
、
あ
る
い
は
契
約
法
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
合
理
性
、
お
よ
び
附
合
約
款
と
し
て
の
合
理
性
を
判
断
す
る
場
合
、
そ

れ
ぞ
れ
法
的
根
拠
は
異
な
る
も
の
の
、
概
し
て
同
様
の
観
点
か
ら
合
理
性
が
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
45
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
よ
う
な
開
放
型
リ
ー
グ
は
成
績
に
応
じ
て
チ
ー
ム
の
入
れ
替
え
が
繰
り
返
さ
れ
る
た
め
、
戦
力
の
均
衡
が
お
の
ず
と
図
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
サ
ッ
カ
ー
と
野
球
の
リ
ー
グ
経
営
の
違
い
を
比
較
検
討
す
る
文
献
と
し
てStefan Szym

anski and A
ndrew

 Z
im

balist, N
a

tion
a

l P
a

stim
e, 

　
（
四
一
三
四
）
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B
rookings Institution P

ress, 2005 

を
参
照
。

（
46
）　

経
済
学
の
視
点
か
ら
は
、
そ
も
そ
も
金
銭
お
よ
び
人
的
ト
レ
ー
ド
と
い
う
制
度
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
結
局
は
財
力
の
あ
る
チ
ー
ム
が
そ
う
で
な
い
チ
ー
ム

か
ら
ス
タ
ー
選
手
を
買
い
取
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
Ｆ
Ａ
制
度
を
導
入
し
た
か
ら
と
い
っ
て
チ
ー
ム
間
の
戦
力
均
衡
に
影
響
を
与
え
る
わ
け
で
な
く
、
選
手
の
年
俸

に
影
響
を
与
え
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
説
明
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
Ｆ
Ａ
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
利
益
の
分
配
が
球
団
か
ら
選
手
側
に
シ
フ
ト
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
所
有
権
の
変
更
（
Ｆ
Ａ
制
度
）
は
（
選
手
と
球
団
間
の
）
富
の
分
配
に
影
響
す
る
が
、
資
源
の
配
置
（
戦
力
均
衡
維
持
）
に
は
影
響
し

な
い
と
い
う
コ
ー
ス
の
定
理
か
ら
導
か
れ
る
命
題
で
あ
る
。John L

 F
izel, F

ree A
gen

cy a
n

d
 C

om
p

etitive ba
la

n
ce: S

tee-R
ike F

ou
! W

h
a

t’s W
ron

g 

w
ith

 th
e B

u
sin

ess of B
a

seba
ll?, 1997 at 61

―62 

を
参
照
。
な
お
、
こ
の
論
考
で
は
実
証
的
分
析
に
基
づ
い
て
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
お
け
る
Ｆ
Ａ
制
度
と
戦
力
均
衡
の

崩
壊
に
は
相
関
関
係
は
な
い
と
結
論
し
て
い
る
。

（
47
）　

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
は
九
年
間
の
拘
束
が
法
的
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
保
留
権
を
放
棄
す
る
代
償
と
し
て
球
団
が
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
入
札
金
を

手
に
す
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
（
日
米
間
選
手
契
約
に
関
す
る
協
定
（
二
〇
〇
〇
年
改
定
調
印
）
九
条
）。

（
48
）　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
へ
の
労
働
法
の
適
用
を
巡
る
論
点
に
つ
い
て
は
、﹁
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
労
働
法
︿
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ
﹀﹂
日
本
労
働
法
学
会
誌
一
〇
八
号
一
〇

九
頁
以
下
（
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
49
）　

プ
ロ
野
球
選
手
の
労
務
提
供
の
実
態
が
、
工
場
労
働
者
を
念
頭
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
労
働
基
準
法
に
よ
る
規
制
に
な
じ
ま
な
い
部
分
も
あ
る
。
加
え
て
、
労
災

に
対
応
す
る
自
主
規
定
が
す
で
に
野
球
協
約
に
設
け
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
プ
ロ
野
球
に
つ
い
て
今
か
ら
労
基
法
の
規
制
対
象
と
す
る
実
体
的
な
意

義
に
乏
し
い
面
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
政
策
的
な
配
慮
が
﹁
プ
ロ
野
球
選
手
を
労
基
法
上
の
労
働
者
と
は
し
な
い
﹂
と
す
る
現
行
の
労
働
行
政
の
態
度
に
表

れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
二
〇
〇
八
年
三
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
労
働
契
約
法
を
含
め
、
個
別
的
労
働
法
上
の
労
働
者
性
に
つ
い
て
、
プ
ロ
化
が
進
む
企

業
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
労
働
者
性
と
の
整
合
も
考
慮
し
な
が
ら
政
策
的
側
面
か
ら
も
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
50
）　

労
基
法
上
の
労
働
者
性
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
本
稿
の
射
程
外
に
あ
る
が
、
労
基
法
上
の
労
働
者
性
を
否
定
し
た
と
し
て
も
、
労
組
法
上
の
労
働
者
性
が
認
め
ら

れ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
労
基
法
を
含
む
労
働
法
の
趣
旨
お
よ
び
そ
の
要
請
と
の
調
和
の
上
で
、
移
籍
制
限
の
法
的
効
力
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
51
）　

労
働
法
上
の
学
説
で
は
、
①
対
象
と
さ
れ
る
労
働
者
の
地
位
、
②
前
使
用
者
に
就
業
規
制
の
必
要
性
、
③
対
象
職
種
・
機
関
・
地
域
、
④
適
切
な
代
償
を
メ
ル
ク

マ
ー
ル
と
し
て
合
理
性
を
判
断
す
べ
き
と
さ
れ
る
（
土
田
道
夫
﹃
労
働
法
概
説
﹄（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
二
六
七
頁
）。
な
お
、
裁
判
例
は
﹁
競
業
禁
止
は
、
た
と

い
合
意
に
よ
る
と
し
て
も
、
無
制
約
に
許
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
許
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
合
理
的
理
由
が
あ
る
と
き
、

そ
の
必
要
を
満
た
す
に
必
要
な
範
囲
で
の
み
競
業
を
禁
止
す
る
合
意
が
、
正
当
な
手
続
き
を
経
て
得
ら
れ
、
か
つ
、
禁
止
に
見
合
う
正
当
な
対
価
の
存
在
が
認
め
ら

　
（
四
一
三
五
）
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れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
﹂
東
京
貨
物
社
事
件
（
浦
和
地
決
平
九
・
一
・
二
七
判
時
一
六
一
八
号
一
一
五
頁
）
と
し
て
い
る
。

（
52
）　

菅
野
・
前
掲
書
一
七
二
―

一
七
四
頁
参
照
。
な
お
、
判
例
法
と
し
て
発
展
し
て
き
た
解
雇
権
濫
用
の
法
理
は
二
〇
〇
三
年
に
労
働
基
準
法
に
明
記
さ
れ
る
に
至
り
、

さ
ら
に
二
〇
〇
八
年
よ
り
労
働
契
約
法
に
移
行
さ
れ
た
。

（
53
）　

労
働
契
約
法
に
、
期
間
雇
用
に
お
け
る
契
約
期
間
中
の
解
雇
に
つ
い
て
は
﹁
や
む
を
得
な
い
事
由
﹂
が
必
要
と
、
明
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
一
七
条
）。

（
54
）　

こ
の
点
、
民
法
六
二
八
条
の
法
的
性
質
を
い
か
に
捉
え
る
か
、
つ
ま
り
同
条
の
強
行
法
規
制
が
重
要
な
論
点
と
な
る
（
土
田
・
前
掲
書
二
九
六
頁
、
お
よ
び
根
本

到
﹁
有
期
契
約
期
間
途
中
の
解
雇
と
民
法
六
二
八
条
の
強
行
法
規
性
﹂
労
働
法
律
旬
報
一
六
〇
一
号
一
〇
頁
（
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

（
55
）　

も
っ
と
も
現
時
点
で
は
経
過
措
置
と
し
て
一
年
を
超
え
る
有
期
契
約
に
つ
い
て
、
一
年
を
経
過
し
た
後
は
、
い
つ
で
も
退
職
で
き
る
と
し
、
労
働
者
側
の
退
職
の

自
由
を
保
障
し
て
い
る
（
労
基
法
一
三
七
条
）。

（
56
）　

こ
の
点
、
第
三
者
へ
の
影
響
を
如
何
に
捉
え
る
か
は
、
競
争
法
政
策
上
、
重
要
な
論
点
に
な
り
え
る
。

（
57
）　

も
っ
と
も
、
独
占
禁
止
法
に
違
反
す
る
規
定
が
直
ち
に
私
法
上
の
効
力
を
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
な
い
（
岐
阜
商
工
信
用
組
合
事
件
最
判
昭
五
二
・
六
・
二
〇
民
集

三
一
巻
四
号
四
四
九
頁
）。
た
だ
し
、
労
基
法
一
四
条
の
制
限
は
別
途
問
題
と
な
る
。

（
58
）　

石
橋
洋
﹁
会
社
間
労
働
移
動
と
競
業
避
止
義
務
―
退
職
後
の
労
働
者
の
競
業
避
止
義
務
を
中
止
に
―
﹂
労
働
法
学
会
誌
八
四
号
一
〇
五
頁
（
一
九
九
四
年
）
参
照
。

（
59
）　

こ
の
解
雇
権
濫
用
規
定
は
労
基
法
一
八
条
二
に
新
設
さ
れ
た
後
、
二
〇
〇
七
年
成
立
の
労
働
契
約
法
に
移
行
さ
れ
た
。

（
60
）　

も
っ
と
も
、
プ
ロ
野
球
選
手
が
労
基
法
上
の
労
働
者
性
を
容
認
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
選
手
契
約
に
労
組
法
一
六
条
の
規
範
的
効
力
が
及
ぶ
か
否
か

の
理
論
的
分
析
が
必
要
と
な
る
。

（
61
）　

朝
日
火
災
海
上
保
険
事
件
・
最
一
小
判
平
九
・
三
・
二
七
労
判
七
一
三
号
二
七
頁
、
菅
野
五
五
六
―

五
五
七
頁
参
照
。

（
62
）　

と
こ
ろ
で
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
続
い
た
Ｆ
Ａ
制
度
改
革
を
巡
る
交
渉
は
、
新
卒
の
高
校
生
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
九
年
以
降
、
八
年
、
そ
の
他
の
大
学
生
、
社
会
人

選
手
に
つ
い
て
は
七
年
に
緩
和
す
る
こ
と
で
、
一
応
の
決
着
を
見
た
。
た
だ
し
、
こ
の
た
び
の
移
籍
制
限
期
間
の
緩
和
に
つ
い
て
も
、
選
手
会
は
、
い
ま
だ
不
十
分

で
あ
る
と
し
て
合
意
を
留
保
し
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

　

ま
ず
、
国
内
移
籍
制
限
に
つ
い
て
は
戦
力
均
衡
維
持
を
中
心
と
す
る
事
業
上
の
正
当
性
が
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
認
め
ら
れ
る
。
仮
に
Ｎ
Ｐ
Ｂ
お
よ
び
選
手
会
間
の
労
使
関
係

が
十
分
機
能
し
、
誠
実
交
渉
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
特
定
の
選
手
に
対
す
る
著
し
い
不
利
益
も
見
当
た
ら
な
い
と
評
価
し
う
る
場
合
に
は
、
選
手
会
の
合

意
が
な
く
て
も
、
客
観
的
な
合
理
性
を
認
め
る
こ
と
で
、
独
占
禁
止
法
上
の
違
法
性
を
阻
却
す
る
、
あ
る
い
は
私
法
上
の
効
力
を
容
認
す
る
と
い
う
処
理
が
妥
当
と

い
え
る
。
た
だ
し
、
国
外
（
あ
る
い
は
リ
ー
グ
外
）
移
籍
に
対
す
る
制
限
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
事
業
上
の
正
当
な
目
的
を
欠
く
点
に
鑑
み
、
リ
ー
グ
内
移
籍
の

　
（
四
一
三
六
）
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〇
巻
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号

ケ
ー
ス
と
の
比
較
に
お
い
て
、
よ
り
積
極
的
で
明
確
な
選
手
側
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
、
制
限
の
合
理
性
担
保
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
63
）　

東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
事
件
・
東
京
地
決
平
七
・
一
〇
・
一
六
労
判
六
九
〇
号
七
五
頁
参
照
。

（
64
）　

例
え
ば
、
M
L
B
の
統
一
選
手
契
約
四
条
（
a
）
な
ど
。

（
65
）　

G
lenn W

ong, E
ssen

tia
ls of S

p
orts L

a
w

, P
raeger, 2003, 390

―391 

参
照
。

（
66
）　

連
邦
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
に
は
、
州
を
ま
た
ぐ
規
模
の
ビ
ジ
ネ
ス
（
州
際
通
商
）
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

（
67
）　

労
働
組
合
と
し
て
選
手
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
四
大
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
事
実
上
、
選
手
市
場
の
制
限
に
対
す
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
が

除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
各
リ
ー
グ
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
適
用
の
経
緯
に
つ
い
て
は
拙
著
﹃
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
法
的
地
位
﹄
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
68
）　

C
la

rett v. N
F

L
, 369 F.3d 124 

（2004

）.  

な
お
、
本
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
﹁
判
例
解
説
﹂
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
〇
六
―

二 

四
〇
四
頁
以
下
（
二
〇
〇
七
年
）

参
照
。

（
69
）　

そ
の
他
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
域
外
適
用
が
一
つ
の
障
害
に
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
（W

illiam
 B

. G
ould at 295

―296

）。

（
70
）　

N
orth

 A
m

erica
n

 S
occer L

ea
gu

e, 236 N
L

R
B

 1317 enforced 613 F.2d 1379 

（5th C
ir. 1980

）.

（
71
）　

理
論
的
に
は
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
は
（
球
団
へ
の
補
償
が
求
め
ら
れ
る
点
で
）
Ｎ
Ｐ
Ｂ
選
手
の
移
籍
の
足
か
せ
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手

の
労
働
条
件
に
も
影
響
す
る
も
の
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制
度
に
よ
る
金
銭
の
海
外
流
出
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
の
年
俸
を
下
げ
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（
72
）　

菅
野
・
前
掲
書
五
五
六
頁
参
照
。

（
73
）　

こ
こ
で
い
う
国
内
制
限
と
は
Ｎ
Ｐ
Ｂ
内
で
の
移
籍
を
意
味
し
て
い
る
。
仮
に
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
肩
を
並
べ
る
プ
ロ
野
球
リ
ー
グ
が
今
後
、
日
本
で
生
成
さ
れ
れ
ば
、
本
論

文
に
い
う
国
外
移
籍
の
解
釈
が
妥
当
す
る
。
な
お
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
を
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
競
業
と
理
解
し
て
、
一
定
の
移
籍
の
制
限
に
正
当
性
を
与
え
る
考
え
方
も
あ
り
え
よ
う
。
し

か
し
、
こ
れ
は
競
業
の
範
囲
・
概
念
を
拡
大
し
す
ぎ
る
点
で
支
持
で
き
な
い
。

（
74
）　

労
働
組
合
の
内
部
関
係
か
ら
い
っ
て
も
、
組
合
員
の
意
見
・
利
益
を
代
表
し
て
交
渉
し
、
組
合
員
は
自
己
の
意
思
・
利
器
を
交
渉
過
程
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
立
場
に
あ
る
た
め
、
そ
の
成
果
で
あ
る
労
働
協
約
を
裁
判
所
の
全
面
的
審
査
の
下
に
置
く
こ
と
は
、
対
等
な
交
渉
を
前
提
と
す
る
労
使
自
治
の
尊
重
と
い
う
労

働
法
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
組
合
内
の
意
見
集
約
・
調
整
プ
ロ
セ
ス
の
公
正
さ
を
欠
く
場
合
、
あ
る
い
は
特
定
の
選
手
に
著
し
い
不
利
益
を
与

え
る
よ
う
な
協
約
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
規
範
的
効
力
が
否
定
さ
れ
る
（
土
田
・
前
掲
書
二
二
九
頁
参
照
）。

（
75
）　

な
お
、
国
内
の
移
籍
制
度
制
限
に
つ
い
て
も
サ
ラ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
プ
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
そ
の
重
要
性
お
よ
び
意
義
が
大
き
く
変
容
す
る
。
と
い
う
の
は
、
サ

　
（
四
一
三
七
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ラ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
プ
制
度
に
よ
り
一
定
の
給
与
総
額
が
保
障
さ
れ
る
た
め
、
Ｆ
Ａ
が
選
手
の
利
益
を
引
き
上
げ
る
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち

ろ
ん
、
Ｆ
Ａ
に
よ
り
一
部
傑
出
し
た
選
手
個
人
の
利
益
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
選
手
全
体
に
対
し
て
の
支
払
い
が
予
定
さ
れ
て
い
る
給
与

総
額
の
パ
イ
に
食
い
込
む
こ
と
に
な
り
、
そ
の
分
、
他
の
選
手
が
割
を
食
う
と
い
う
関
係
に
な
る
。

（
76
）　

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
対
し
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
あ
る
い
は
国
際
取
引
法
の
観
点
か
ら
い
か
な
る
議
論
が
生
じ
る
か
、
今
後
検
討
の
必
要
も
あ
ろ
う
。

（
77
）　

以
上
の
点
を
考
慮
し
た
場
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
市
場
保
護
を
Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
求
め
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
設
置
、
運

営
、
移
転
や
放
映
権
ビ
ジ
ネ
ス
の
在
り
方
な
ど
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
巡
る
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
法
政
策
、
文
化
的
価
値
観
が
も
た
ら
す
市
場
の
相
違
に
つ
い
て
、
詳

細
な
分
析
と
検
討
が
今
後
、
益
々
重
要
に
な
る
（
こ
う
し
た
分
析
と
し
て
、
小
林
至
﹃
合
併
、
売
却
、
新
規
参
入
。
た
か
が
⋮
さ
れ
ど
プ
ロ
野
球
！
﹄（
宝
島
社
、
二

〇
〇
四
年
）
参
照
）。

追
記
：

　

な
お
、
脱
稿
後
、
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
移
籍
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
社
会
人
野
球
で
活
躍
し
た
新
日
本
石
油
の
田
澤
純

一
投
手
が
Ｎ
Ｐ
Ｂ
か
ら
の
ド
ラ
フ
ト
を
回
避
し
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
へ
の
移
籍
を
求
め
、
こ
れ
に
対
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｂ
は
当
該
選
手
の
帰
国
後
、
二
年
間
は
ド
ラ
フ
ト
の
対
象
と
し
な
い
旨

の
処
置
を
と
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
問
題
は
本
稿
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要
な
論
点
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
近
々
、
別
稿
で
論
じ
る
こ

と
と
し
た
い
。

　
（
四
一
三
八
）


